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らであり，英語訳では，この gewaltsam は violent と訳出されたり，対応する訳語がない場
合がある，という。日本語は誤訳あるいは意識的にこれを落としたとみられるが，陳訳はこ
の日本語訳の不備を訂正していない，というのである8。 
                                                     

















研究プロジェクトに指定される次の 2 つの研究文献を取り上げてみよう。 
第 1 は，田子渝等著（2012）『馬克思主義在中国初期伝播史（1918-1922）』（国家哲学社















                                                     
9 徐素華 2013，S.37．原文「这是河上肇当年所写的德文书名，但笔者对照德文版《马克思恩格斯全集》
第 6 卷第 397 页上的书名，发现两者有差异。德文版《马克思恩格斯全集》第 6 卷第 397页上的德文书名
是《Lohnarbeit und Kapital》」。 
6 
 
調査したが，河上肇による独文題目の表記「Lohnarbeit und Kapital von Karl Marx」に問題
がなかった。これは中文翻訳者の食力（陳溥賢）による誤記である。しかも，彼がつけた独
文題目の表記は，「Kapital」のみを誤記したが，徐の著作で引用した「Loharbeit und Kadital」










第 1 章 清末「洋務運動」前後社会科学文献の翻訳 













                                                     









清国が日本に敗れた翌年の 1896 年に 13 名の清国留学生が日本に派遣された以来，留学生













第 3 章 中国における『ドイツ・イデオロギー』普及史の起点 
第 4 章 陳啓修による『資本論』初訳（1930）と翻訳術語の継承 
第 5 章 郭大力・王亜南による『資本論』全訳（1938）の成立過程 








張一兵は，2007 年に郭訳を翻刻・刊行した際，特に根拠を付すことなく郭訳は 1931 年に
行われたと述べている。これに対して，清華大学韓立新教授は 1947 年の「序」を論拠に，













て 3 系統に分けて概観する。本部分で主に取り扱われる中国語翻訳は，次の訳本である。 
（1）陳啓修による翻訳 



















宮川訳の『資本論』第 1 分冊と第 2 分冊の重訳である，と推定できる。ここでも，『ドイ
ツ・イデオロギー』と同様に日本語訳が中国語版の出現に大きく関与したことになる。 






























 第 3 章の内容については，『新 MEGA と『ドイツ・イデオロギー』の現代的探究――
廣松版からオンライン版へ』（大村泉 渋谷正 窪俊一編著，八朔社，2015 年）の第 13
章に収録された論文「中日両国における『ドイツ・イデオロギー』普及史の起点」を，第
4 章については，『経済学史研究』第 56 巻第 1 号（2014 年 7 月）に掲載された論文「中
国における『資本論』の受容過程についての一考察―陳啓修の日本滞在と翻訳術語の継承
―」を，第 5 章と第 6 章については，『マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究』第 58



































第 1 章 清朝政府「洋務運動」前後社会科学文献の翻訳 

























                                                     
11（原文）「为以夷攻夷而作，为以夷款夷而作，为师夷之长技以制夷而作」 
























                                                     




体系 15 翻訳の思想』所収，加藤周一・丸山真男編，岩波書店，S.381-405. 
15 日本で翻刻されたマーティ漢訳『万国公法』は，主に①開成所（西周訓点）『万国公法』全 6 冊老皀版
1865 年，②呉碩三郎・鄭右十郎共訳平井義十郎校閲『和解万国公法』1868 年（刊行されなかった），③
堤殼士志訳『万国公法訳義』御用御書物製本書版全 4 冊 1868 年，④重野安繹訳注『和訳万国公法』全三













































上海に創設されて以来 1880 年までの 13 年間，翻訳館は合わせて 143 部（うち 98 部が刊


















                                                     
20 折戸洪太（2007）『中国経済改革と洋務運動―歴史の鑑に映す』，白帝社，S.60～92. 
21 傅雅蘭（1984）「江南製造総局翻譯西書事略」『翻譯論集』所収，商務印書館，S.224～226． 





























                                                     
25 水田洋（2014）「厳復（1854-1921）による『国富論』中国語訳（1901-02）について」『日本学士院紀







































































                                                     

























1896 年初派遣以来，中国人留学生はしだいに増加し，1899 年には 200 名を突破し，








36 梁啓超（1899）「論学日文之益」『清議報』（2），第 10 冊，587～588。引用文の翻訳は次の論文を参照
した。馮寶華（1997）「梁啓超と日本―福沢諭吉の啓蒙思想との関連を中心に―」『比較文学・文化論集』
（14），S.49～62． 
371906 年には日本で留学する中国人は 2 万人とも言われるが，実藤恵秀は青柳篤恒が「支那留学生と列
国」（1907 年）に書いた「最近の確実なる統計に因れば文武男女学生共に約八千人」という説を採用し，




激減したものの，日華学会の調査によれば，1931 年の時点で中華留学生は総計 3096 人で
あった38。日中戦争が全面爆発する直前の 1937 年 6 月時点の調査では，中華留学生者数









中国留学生収容官公私立学校数並総員数調（毎年 5 月末現在）42 
 公私立学校数並員数43             官立学校数並員数44 総員数 
年度 収容学校数 員数計 収容学校数 員数計 合計 
大正 3 年度 135 3130 37 666 3796 
同  4 年度 117 2333 32 778 3111 
同  5 年度 118 1976 35 814 2790 
同  6 年度 116 2075 36 816 2891 
同  7 年度 109 2812 36 912 3724 
同  8 年度 121 2496 35 959 3428 
                                                     
38 『留日中華学生名簿』（5 版）日華学会学報部，昭和六年。実藤恵秀は第 2 章の注記で「昭和 10 年現
在，日華学会の正確なる調査になる≪第五版中華学生名簿≫によれば，じつは留学生総計 3781 人であっ
た」と述べた。筆者の調査で実藤の記述には誤記があり，実は昭和 10 年（1935 年）に出版された留学生
名簿は第 5 版ではなく，第 9 版であった。 




生の諸相』所収，大里浩秋 孫安石編著，神奈川大学人文学研究叢書 35，御茶の水書房，S.115～136． 
42 表は周稿の［資料１］と［資料 3］を合算するものである。表は不完全な統計であるが，合計に留学予
備教育学校（東亜同文書院など）が含まれていないという（周一川 2015，S.122）。 
43 出典：文部省普通学部局（大正 15 年 5 月末）「支那留学生ニ関スル調査」外務省記録文書『在本邦留
学生関係雑件』第 3 巻所収．［資料１］（周一川 2015，S.118）。 
44文部省普通学部局（大正 10 年 5 月末）「直轄学校在学支那朝鮮留学生員数調」外務省記録文書『在本邦
清国留学生関係雑纂―日華学会』所収。［資料 3］（周一川 2015，S.123）。 
23 
 
同  9 年度 112 2236 36 1015 3521 
同 10 年度 87 948 44 1171 2119 
同 11 年度 133 1071    
同 12 年度 295 1828    
同 13 年度 360 1756    
同 14 年度 378 2095    
同 15 年度 156 1774    
日華学会『名簿』の留学生統計（1927～1944）45 
年（版・回） 総人数【多重学籍】 高等・専門（内枠） 備考 




1928（第 2 版） 2480 未分類 同上 
1929（第 3 版） 2485 未分類 予備校が含まれてい
る。以下同様 
1930（第 4 版） 3049 未分類 同上 






















































































































た。譚汝謙の統計では，日清戦争までの 300 年間に日本訳中国書は 129 種に達した。これ
に対して，中国訳日本書はわずか 12 種であった47。日清戦争以降，文化を中国から輸入し
ていた日本は中国へ文化を輸出する国となった。 











                                                     
47 譚汝謙（1980）「中日之間語言文学的翻譯（代序）」『中国譯日本書総合目録』所収，實藤恵秀監修・譚
汝謙主編 小川博編輯，香港中文出版社，1980，S.33～117．以下では，譚稿と略称する。 









生・政治亡命者による訳書の総数は 958 種に達した。社会科学の訳書は一番多く，366 種あ
り，全体の 38％を占める。世界歴史・地理関係の訳書は 175 種，全体の 18％，そのつぎに



















                                                     
50 実藤恵秀（1970）「第 5 章 留学生の翻訳活動」『中国人日本留学史』（増補版）所収，くろしお出版，































                                                     
53 侯且岸「対李大釗「我的馬克思主義観」之重要価値新識」『北京日報』（2011．7．11）。これは中国学
界の通説となっているが，これより一年前に，食力（陳溥賢）による河上肇譯『賃労働と資本』がすでに













 例えば，1918 年 12 月に北京で再創刊された『晨報』56は，『新青年』よりも早くマルク
ス主義伝播の第一声をあげ，マルクス主義の普及史において重要な位置を占めている。五四
前夜に第七版の「名人小史」欄に 1919 年 4 月 1 日から 4 日まで，4 回にわたって淵泉訳
「近世社会主義鼻祖馬克思之奮闘生涯」57を掲載した。さらにマルクスの生誕を記念する形
で，5 月 5 日に文化面にあたる第 5 版・第 7 版で「馬克思研究」欄を増設し，11 月中旬に
わたって以下のマルクス主義著作を日本語文献から翻訳・重訳して連載した。 
『晨報』の「馬克思研究」欄58（1919．5～11） 
翻譯文献 譯者 日付 回数 原著 
馬克思的唯物史
観 
淵泉 5．5～5．8 1～3 河上肇（1919．2）「マルクスの社会主義の理論的体
系」『社会問題管見』第 2 冊所収，弘文堂書房． 
労働輿資本（全
訳）59 
食力 5．9～6．1 1～24 カアル・マルクス原著河上肇譯（1919．4）「労働と













無署名 7．25～8．5 1～12 賀川豊彦（1919）「唯心的経済史観の意義」『改造』
（7 月号）所収，改造社． 
                                                     
56 『晨報』の前身である『晨鐘報』は 1916 年 8 月 15 日に，立憲派の名士湯化龍，蒲殿俊と劉崇佑によ
り，北京で創刊された新聞紙で，1918 年 9 月 22 と 24 日に，段祺瑞政府が鉄道を抵当に日本政府から 2
千万借金したニュースを掲載したため，24 日当日，京師警察庁に停刊を命じられた。 
57石川によれば，この論文は 河上肇（1918）「マルクスの『資本論』」『社会問題管見』所収の抄訳であ
る。石川禎浩 2001，S. 29． 

























1919 年 5 月に帰国し，『晨報』の編集長を務め，学生運動を積極的に支持し，マルクス主義
を宣伝する第一人者として活躍していた。1920 年 11 月，中国新聞界初のヨーロッパ特派員
として渡英した61。 









































                                                     
壁壘遂完全擊破，學校遂成為了黨部，學生完全變作工具，讀書求學遂成為反革命」。  




（三）」『晨報』1928 年 4 月 11 日第 2 版．「社論 今日的学風（四）」『晨報』1928 年 4 月 12 日第 2 版。 















































稿／ドイッチェ・イデオロギー』という書名で，1930 年 5 月に我等社の『我等叢書』の

















































「実は，郭氏は 1931 年前後既にこの本を訳し終え，その訳本は 1938 年 11 月に始めて上
海言行出版社から出版された」，と述べ，郭の翻訳は，「1931 年前後」に成立したと推定
した。論拠は不明だが，おそらく，『郭沫若年譜』の記述(後述)によるものであろう。 







20 年前だと，1927 年になり，これは，上記『我等』雑誌版の 1 年後になるからである。 
郭版の成立時期において，張と韓は，このように全く異なる認識を示している。最初に
指摘したように，この 1927 年と 1931 年という年次の違いは，郭訳成立の背景を考える場























に 3 種類まで出ている」69。郭がここで言及している 3 種類の日本語訳とは，リャザーノ
フ版「フォイエルバッハ」章の最初の 3 つの日本語訳，すなわち櫛田·森戸訳（1926 年 5
－6 月の雑誌『我等』訳と 1930 年 5 月の『我等叢書』訳），1930 年 2 月の由利保一・竹
内隼人訳，1930 年 7 月の三木清訳以外にはない70。 
3 つの日本語訳がすべて出版されたのは 1930 年 7 月までであるから，郭が翻訳作業を










































17-1 Proletariat 無産者 プロレタリア プロレタリアート 無產階級 
27-1 Proletariat プロレタリア プロレタリア プロレタリアート 普羅列塔利亞 
32-1 Proletariat プロレタリアート プロレタリアート プロレタリアート 無產者 
52-1 Proletariats プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 無產階級 
53-1 Proletariat プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 無產階級 
54-1 Proletariat プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 普羅列塔利亞 
57-1 Proletariat プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 普羅列塔利亞 
63-1 Lumpenproletariat 浮浪プロレタリア 浮浪プロレタリヤ ロンペンプロレタリアート 全未脫掉遊民 
67-1 Proletariats 無産者 プロレタリヤ プロレタリアート 無產階級 
67-2 Proletariats 無産者 プロレタリヤ プロレタリアート 無產階級 
67-3 Proletariat 無産者 プロレタリヤ プロレタリアート 無產階級 
{3e}-1 Proletariat 無産者 プロレタリア プロレタリアート 無產者 























出所 1930 年『我等叢書』 1938 郭沫若版 参照状況 
テーゼ 第三章 über ihn として  「其他」 [全訳] 
５  物象 [無] 
17  *（一般的）此字原文 [無] 
18  *此字意乃「競争」 [無] 
18  此義殆以原始 [無] 
19  此指亞丹斯密 [無] 
20  中國昔時本是帝國 [無] 
23  即勞心勞力之別 [無] 
27 注一－訳者 注一 [抄訳] 
27 注二－訳者 注二 [全訳] 
27 注三－訳者 注三 [全訳] 
29 注三－訳者 危甘德季刊 [全訳] 
29  注四－訳者 哲学之未来 [全訳] 
29 注七－訳者 莎士比喜剧 [抄訳] 
38 
 
32  wahr 疑是 war 之誤 [無] 
50 注二－訳者 *爱欽 [全訳] 
56  偶然性與必然性相反 [無] 




65  *此節乃未寫成之文字 [無] 



















                                                     






























郭 沫 若 訳
（1938） 
61-1 Nationen 国民 国民 国民 國民 
61-2 Nation 国民 国民 国民 國 
63-1 Nation 国民 国民 国民 國民 
65-1 Nationen 民族 諸民族 国民 民族們 
68-1 Nation 国民 国民 国民 國民 
68-2 Nationalität 国民主義 国民主義 国民的 國民性 
 番号「61-1」は，61 ページにおいて最初に現れる Nation であることを意味する。65 ペー
ジの「民族」を除き，櫛田・森戸訳では雑誌『我等』版，『我等叢書』版ともに「Nation」
はすべて「国民」と訳されている。また，櫛田・森戸は 65 ページの「Nationen」を雑誌『我
                                                     









 「 Persönliche Energie der <Nationen>Individuen einzelner Nationen-Deutsche und 
Amerikaner 」                              
（リャザーノフ版76 1926 年） 
 「（民族の）個々の民族の個人の人的エネルギー―独逸人やアメリカ人など―」 
（雑誌『我等』訳77 1926 年） 
 「（諸民族の）個々の諸民族に属する諸個人の人的エネルギー―ドイツ人や亜米利加人な
ど―」 





（郭沫若訳80 1938 年） 
 





                                                     
76 Siehe Marx-Engels-Archiv, I. Band, S.295. 
77 櫛田民蔵・森戸辰男訳（1925．02）「「マルクス・エンゲルス遺稿『独逸的観念形態』の第一篇＝フ
ォイエルバッハ論 下」『我等』（第 8 巻第 6 号），S.32． 











 「So oft sich durch die Entwicklung der Industrie und des Handels neue Verkehrsformen 
gebildet haben, [z.B.] Assekuranz etc. Kompanien, war das Recht jedesmal genötigt, 





（雑誌『我等』訳 1926 年，S. 39） 
 「商工業の発展に従って新たな交通形態「例へば」保険等，商事会社等が出るたびに，法
は屡々それ等を財産権獲得の方法として承認しなければならなかった。」 







































                                                     
81 服部文男監訳（1996．07）『[新訳]ドイツ・イデオロギー』，新日本出版社。服部訳の翻訳底本は
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15-1 nationalen nationalen 国民 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-2 nationalen nationalen 国民の 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-3 nationalen nationalen 国民の 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-4 Nationen Nationen 国民の 国民の 國民的 Nationen Nationen 
15-5 nationalen nationalen 国民的 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-6 Nation Nation 国民の 国民 國 Nation Nation 
15-7 Nation Nation 国民の 国民 國民 Nation Nation 
15-8 nationalen nationalen 国民的 国民的 國民的 nationalen nationalen 
16-1 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
20-1 Nationalitäten Nationalitäten 国民の 諸国民の 國民性 Nationalitäten Nationalitäten 
20-2 Nationen Nationen 国民間 国民間 國民 Nationen Nationen 
21-1 nationalen nationalen 国民的 国民的 國家的 nationalen nationalen 
23-1 Nationalitäten Nationalitäten 国民 国民性 國民性 Nationalitäten Nationalitäten 
26-1 nationale nationale 国民的 国民的 國民性 nationale nationale 
27-1 nationale nationale 国民的 国民的 國民性 nationale nationale 
27-2 Nationen Nationen 国民 国民 國民 Nationen Nationen 
27-3 nationalen nationalen 国民的 国民的 國民性 nationalen nationalen 
27-4 nationaler nationaler 国民的 国民的 國民性 nationaler nationaler 
41-1 Nation Nation 国民 国家 國家 Nation Nation 
45-1 Nation Nation 国民 国民 國 Nation Nation 
45-2 Nationen Nationen 諸国民 万国民 國民 Nationen Nationen 
47-1 Nationen Nationen 
さまざまの国
民 諸国民 國民 Nationen Nationen 
47-2 Nationen Nationen 諸国民 諸諸の国民 國民 Nationen Nationen 
48-1 Nationen Nationen 諸国民 国民 國民 Nationen Nationen 
48-2 Nationen Nationen 諸国民 諸国民 國民 Nationen Nationen 
48-3 Nation Nation 全国民 全国民 國 Nation Nation 
49-1 Nationen Nationen 個々の国民 個々の国民 國 Nationen Nationen 
49-2 Nationen Nationen 諸国民 諸国民 國民 Nationen Nationen 
49-3 Nation Nation 国民 国民 國家 Nation Nation 
附表１ Nation 
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49-4 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
50-1 Nation Nation 一国民 一国民 國家 Nation Nation 
50-2 Nationen Nationen 諸国民 諸国民 國 Nationen Nationen 
51-1 Nation Nation 国 国 國 Nation Nation 
51-2 Nation Nation 各国 各国 國家 Nation Nation 
51-3 Nation Nation 国民 国民 國家 Nation Nation 
51-4 Nationen Nationen 個々の国民 個々の国民 國家 Nationen Nationen 
52-1 Nationalitäten Nationalitäten 国民性 国民性 國民性 Nationalitäten Nationalitäten 
52-2 Nation Nation 各国 国民的 國民的 Nation Nation 
52-3 Nationale Nationale 国民性 国民性 國民性 Nationale Nationale 
52-4 Nationen Nationen 国民 国 國 Nationen Nationen 
52-5 Nationalität Nationalität 国民 国々 國家們 Nationalität Nationalität 
61-1 Nationen Nationen 国民 国民 国民 Nationen Nationen 
61-2 Nation Nation 国民 国民 國 Nation Nation 
63-1 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
65-1 Nationen Nationen 民族 諸民族 民族們 Nation Nation 
68-1 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
68-2 Nationalität Nationalität 国民主義 国民主義 國民性 Nationalität Nationalität 
69-1 national national 国民的 国民的 國民 national national 
｛1?｝ nationalgefühl nationalgefühl       nationalgefühl nationalgefühl 
｛1b｝ nationalgefühl nationalgefühl 国民的 国民的 國民感情 nationalgefühl nationalgefühl 
{3e}-1 Nationen Nationen 国民 国民 國民 Nationen Nationen 
{3e}-2 Nation Nation 国民 一国民 一國 Nation Nation 
{3e}-3 Nation Nation 国民 一国民 一國 Nation Nation 
{3e}-4 Nation Nation 一国民 一国民 一國 Nation Nation 
{3e}-5 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
{3e}-6 Nationen Nationen 国民 国民 國家 Nationen Nationen 
附表１ Verkehr 
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8-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
8-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
14-1 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
16-1 Verkehrsform Verkehrsform 交通形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
17-1 verkeren verkeren 交通する 交通する 交通着 verkeren verkeren 
18-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
18-2 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
18-3 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
18-4 Weltverkehr Weltverkehr 世界交通 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
19-1 Verkehrsform Verkehrsform 交通形態 交通形態 交通方式 Verkehrsform Verkehrsform 
19-2 Verkenr(右欄)           Verkenr(右欄) 
20-1 Verkenr Verkenr 交易 交通 交通 Verkenr Verkenr 
22-1 Verkenrsmittel Verkenrsmittel 交易諸手段 交易諸手段 交通手段 Verkenrsmittel Verkenrsmittel 
24-1 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
25-1 Verkehrsform Verkehrsform 交易諸形態 交易諸形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
32-1 Weltverkehr Weltverkehr 世界交通 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
43-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交易 交易 Verkehrs Verkehrs 
44-1 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-2 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-3 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-4 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-5 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-6 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
45-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
45-2 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
45-3 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
45-4 Weltverkehr Weltverkehr 世界交易 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
45-5 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
46-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
46-2 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
附表１ Verkehr 
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47-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
48-1 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
52-1 Weltverkehr Weltverkehr 世界交易 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
52-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
52-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
53-1 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
59-1 Verkehrsformen Verkehrsformen 交易形態 交通諸形態 交通形態 Verkehrsformen Verkehrsformen 
59-2 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
59-3 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
60-1 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
60-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
60-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
60-4 Verkehren Verkehren 交易 交通する 交通着 Verkehren Verkehren 
60-5 Verkehrsform Verkehrs     注釈 なし Verkehrsform Verkehrsform 
61-1 Verkehrsformen Verkehrsformen 交易諸形態 交通諸形態 交通形態 Verkehrsformen Verkehrsformen 
61-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
61-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
62-1 Verkehrsformen Verkehrsformen 交易形態 交通諸形態 交通形態 Verkehrsformen Verkehrsformen 
62-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
62-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通之形態 Verkehrsform Verkehrsform 
62-4 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
63-1 Verkehrsform Verkehrsform 交通の形式 交通の形式 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 







64-1 Verkersformen Verkersformen 交通形式 交通形態 交通形態 Verkersformen Verkersformen 
64-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 




の 交通 Verkehr Verkehr 
64-4 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
64-5 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
附表１ Verkehr 
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65-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交際 Verkehr Verkehr 
65-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
65-3 Verkehr Verkehr 交通 交通   Verkehr Verkehr 
66-1 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
66-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
66-3 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
67-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
67-2 Verkehrsweise Verkehrsweise 交通方法 交通方法 交通方法 Verkehrsweise Verkehrsweise 
67-3 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
67-4 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
68-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
68-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
71-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
18-1 Verkehr 無       無 無 
18-2 Verkehrs 無       無 無 
18-3 Verkehr 無       無 無 
18-4 Verkehr 無       無 無 
｛2?｝
-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
｛2?｝
-2 
Die Form dieses 
Verkehrs 
Die Form dieses 
Verkehrs 交通の形態 交通の形態 交通之形態 Verkehrs Verkehrs 
{3e}-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{3e}-2 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
{3e}-3 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{3e}-4 Verkehrs         Verkehrs Verkehrs 
{5e}-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{5e}-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{5e}-3 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
{5e}-4 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
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15-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
15-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
15-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
15-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 










17-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-5 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
18-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 










25-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
30-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
32-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
35-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 









＞分配 分工 無 
Vertheilung der 
Arbeit 
40-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 無 Theilung der Arbeit 
41-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
41-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
43-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
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44-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
44-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
45-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
51-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 分労 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
51-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
54-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 分労 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
55-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
55-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
55-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
56-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
59-1 Theilung der Arbeit       分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
64-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
64-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
64-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
68-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
Notizen-
1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
19-1 Theilung der Arbeit       分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-5 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-6 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-7 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-8 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-9 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{4b}-1 Theilung der Arbeit         Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
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17-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-3 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-4 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-5 Gemeinschaftlichkeit Gemeinschaftlichkeit 共同性 共同性 共通性 Gemeinschaftlichkeit Gemeinschaftlichkeit 
17-6 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同性的 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-7 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
18-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich       gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
18-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich       gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
32-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
32-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同性的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
32-3 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
40-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同関係 共同関係 共同關係 無 Gemeinwesen 
41-1 Gemeindewesens Gemeindewesens 町村自治体 地方自治体 公共機關 Gemeindewesens Gemeindewesens 
42-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同社会 共同社會 Gemeinschaft Gemeinschaft 
42-2 Gemeinde Gemeinde 自治体 自治体 共同體 Gemeinde Gemeinde 
55-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
55-2 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-2 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-3 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-4 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-5 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
57-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 社会   社會 Gemeinschaft Gemeinschaft 
57-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 社会的 社会的 社會的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
58-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich それ 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
58-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
58-3 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
58-4 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
61-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
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63-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制度 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
64-1 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
64-2 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
68-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
69-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
69-2 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
69-3 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
70-1 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
70-2 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
71-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
Notizen-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
18-1 Gemeinschaft 無       無 無 
18-2 Gemeinschaft 無       無 無 
{3e}-1 Gemeinde Gemeinde 部落 部落 公家 Gemeinde Gemeinde 
{3e}-2 Gemeinschaft Gemeinschaft     公家 Gemeinschaft Gemeinschaft 
{3e}-3 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
{3e}-4 Gemeinwesen Gemeinwesen     公家 Gemeinwesen Gemeinwesen 
{5e} gemeinschaftlich gemeinschaftlich 社会的 社会 社會的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
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16-1 Eigenthum Eigenthum 財産制度 財産制 財產 Eigenthum Eigenthum 
17-1 Eigenthum Eigenthum 財産 財産制 財產 Eigenthum Eigenthum 
17-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制度 私有財産制 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
18-1 eigenthümliche eigenthümliche 独立な 自己固有 固有的 eigenthümliche eigenthümliche 
18-2 Eigenthum 無       Eigenthum Eigenthum 
18-3 Grundeigenthum Grundeigenthum   土地所有制 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
18-4 eigenthümliche eigenthümliche 固有の 固有の 獨特的 eigenthümliche eigenthümliche 
18-5 Eigenthumslos Eigenthumslos 無産な 無産な 無產 Eigenthumslos Eigenthumslos 
18-6 Eigenthumslosen Eigenthumslosen 無産 無産 無產的 Eigenthumslosen Eigenthumslosen 
19-1 Privateigenthums Privateigenthums 財産制度 財産制 
私有財產制
度 Privateigenthums Privateigenthums 
21-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私產制度 Privateigenthums Privateigenthums 
40-1 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 無 Eigenthum 
40-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 無 Grundeigenthum 
40-3 Eigenthümers Eigenthümers 財産権者 財産権者 有財產者 無 Eigenthümers 
40-4 Nichteigenthümers Nichteigenthümers 無財産権者 非財産権者 無財產者 Nichteigenthümers Nichteigenthümers 
41-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
41-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
41-3 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
41-4 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
41-5 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
41-6 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私有財產制 Privateigenthums Privateigenthums 
41-7 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產制 Privateigenthum Privateigenthum 
42-1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
42-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
42-3 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
42-4 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
42-5 Eigentums Eigentums 財産 財産   Eigentums Eigentums 
43-1 Eigentums Eigentums 財産 財産 財產 Eigentums Eigentums 
46-1 Eigentumsverhältnisse Eigentumsverhältnisse 財産関係 財産諸関係 財產關係 Eigentumsverhältnisse Eigentumsverhältnisse 
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47-1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有 地主 Grundeigenthum Grundeigenthum 
51-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
51-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
52-1 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制度 私有財産 私有財產制 Privateigenthum Privateigenthum 
52-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制度 私有財産 私產制度 Privateigenthum Privateigenthum 
52-3 Eigentums Eigentums 財産 財産 財產 Eigentums Eigentums 
53-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
53-2 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私產制度 Privateigenthums Privateigenthums 
54-1 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
55-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
57-1 Mobileigenthum Mobileigenthum 動産 動産 動產 Mobileigenthum Mobileigenthum 
57-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
58-1 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産 動産 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
58-2 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産 動産 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
61-1 eigenthümliche eigenthümliche 固有な 固有な 固有的 eigenthümliche eigenthümliche 
63-1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
64-1 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
64-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
64-3 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
64-4 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
64-5 Eigenthümer Eigenthümer 所有者 所有者 財主 Eigenthümer Eigenthümer 
64-6 Eigentums Eigentums 財産 財産 財產 Eigentums Eigentums 
65-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
65-2 Privateigenthümer Privateigenthümer 私有財産者 私有財産者 財主者 Privateigenthümer Privateigenthümer 
67-1 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
67-2 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
67-3 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制 私有財産制 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
68-1 Eigentum Eigentum 財産制度 財産制度 財產 Eigentum Eigentum 
68-2 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-1 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
附表１ Eigenthum 
番 号   Jahrbuch （2003）   Rjazanov （1926）  櫛田・森戸（1926）河上・櫛田・森戸（1930）郭沫若（1938）V.Adoratskij（1932） Probe（1972） 
55 
 
69-2 Staatseigenthum Staatseigenthum 国家財産 国家財産 國家財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-3 Staatseigenthum Staatseigenthum それ それ 該財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-4 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
69-5 Privateieigenthum Privateieigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateieigenthum Privateieigenthum 
69-6 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産所有 動産所有 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
69-7 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-8 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有 土地所有 地產 Grundeigenthum Grundeigenthum 
69-9 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産所有 動産所有 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
69-10 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
69-11 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
69-12 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
69-13 Privateigenthümern Privateigenthümern 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthümern Privateigenthümern 
69-14 Privateigenthümer Privateigenthümer 私有財産者 私有財産者 
私有財產主
們 Privateigenthümer Privateigenthümer 
69-15 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
69-16 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
70-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
70-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
70-3 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
70-4 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
70-5 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
71-1 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産所有権 動産所有権 動產權 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
71-2 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 財産諸関係 財産諸関係 財產關係 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 
71-3 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
71-4 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
71-5 Privateigenthümer Privateigenthümer 私有財産者 私有財産者 私有財產主 Privateigenthümer Privateigenthümer 
71-6 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 Eigenthum Eigenthum 
71-7 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 所有 Eigenthum Eigenthum 
71-8 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 財産諸関係 財産諸関係 私有財產關係 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 
71-9 Eigenthümer Eigenthümer 土地所有権者 土地所有権者 地主 Eigenthümer Eigenthümer 
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1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有制 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
Notizen-
2 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産制 公家之產業 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
Notizen-
3 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 Eigenthum Eigenthum 
{3e}-1 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
{3e}-2 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
{3e}-3 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
{3e}-4 Staatseigenthum Staatseigenthum 国家財産 国家財産 國家之財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
{3e}-5 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産 公家財產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-6 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 動産私有 私產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-7 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産 公家財產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-8 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産 公家財產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-9 Privateigenthum Privateigenthum 財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-10 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-11 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
{3e}-12 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-13 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
{3e}-14 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產制度 Eigenthum Eigenthum 










{3e}-17 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum   部落財産 公產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-18 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 Eigenthum Eigenthum 
{4b}-1 Haupteigenthum Haupteigenthum   主要財産 主要財產 Haupteigenthum Haupteigenthum 
{4b}-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地財産 土地財産 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
附表１ その他 




































17-1 Proletariat Proletariat 無産者   無產階級 Proletariat Proletariat 
19-1 Proletariat(右欄)           Proletariat(右欄) 
27-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリア 普羅列塔利亞 Proletariat Proletariat 
32-1 Proletariat Proletariat プロレタリアート プロレタリアート 無產者 Proletariat Proletariat 
52-1 Proletariats Proletariats プロレタリア プロレタリアート 無產階級 Proletariats Proletariats 
53-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリアート 無產階級 Proletariat Proletariat 
54-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリアート 普羅列塔利亞 Proletariat Proletariat 
57-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリアート 普羅列塔利亞 Proletariat Proletariat 
63-1 Lumpenproletariat Lumpenproletariat 浮浪プロレタリア 浮浪プロレタリャ 全未脫掉遊民 Lumpenproletariat Lumpenproletariat 
67-1 Proletariats Proletariats 無産者 プロレタリヤ 無產階級 Proletariats Proletariats 
67-2 Proletariats Proletariats 無産者 プロレタリヤ 無產階級 Proletariats Proletariats 
67-3 Proletariat Proletariat 無産者 プロレタリヤ 無產階級 Proletariat Proletariat 
{3e}-1 Proletariat Proletariat 無産者 プロレタリア 無產者 Proletariat Proletariat 
27-1 Vorstellungen Vorstellungen 表象 表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
27-2 Vorstellungen Vorstellungen 表象 諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
27-3 Vorstellungen Vorstellungen 表象 諸象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
55-1 Vorstellungen Vorstellungen 諸表象 諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
55-2 Vorstellungen Vorstellungen     觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
Notizen-
1 Vorstellungen Vorstellungen 表象 表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
1 Vorstellungen Vorstellungen   諸表象 諸觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
2 Vorstellungen Vorstellungen   表象 諸觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
3 Vorstellungen Vorstellungen   諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
附表１ その他 




4 Vorstellungen Vorstellungen   概念 概念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
5 Vorstellungen Vorstellungen   諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
{5e}-1 Vorstellungen Vorstellungen 思惑 諸表象 表象 Vorstellungen Vorstellungen 
{5e}-2 Vorstellungen Vorstellungen 思惑   表象 Vorstellungen Vorstellungen 
30-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
31-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
32-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
32-2 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 資產階級 Bourgeois Bourgeois 
48-1 Bourgeoisie Bourgeoisie 大ブルジョアジイ 大ブルジョアジイ 大布爾佐亞己 Bourgeoisie Bourgeoisie 
48-2 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoisie Bourgeoisie 
48-3 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoisie Bourgeoisie 
48-4 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 他們 Bourgeois Bourgeois 
50-1 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 布布佐亞 Bourgeois Bourgeois 
52-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
53-1 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 資產階級 Bourgeois Bourgeois 
54-1 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 布爾佐亞者 Bourgeois Bourgeois 
54-2 Bourgeoisgatting Bourgeoisgatting ブルジョア ブルジョア種族 布爾佐亞種族 Bourgeoisgatting Bourgeoisgatting 
54-3 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 布爾佐亞 Bourgeois Bourgeois 
54-4 Bourgeoise Bourgeoise ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoise Bourgeoise 














57-2 Bourgeoise Bourgeoise ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoise Bourgeoise 
68-1 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 ブルジョア 有產階級 Bourgeoise Bourgeoise 
69-1 Bourgeois Bourgeois 資本家 ブルジョア 資本家 Bourgeois Bourgeois 
69-2 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 ブルジョア 資本家 Bourgeoise Bourgeoise 
69-3 Bourgeois Bourgeois 資本家 資本家 有產者 Bourgeois Bourgeois 
70-1 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 資本家 資產階級 Bourgeoise Bourgeoise 
70-2 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 資本家 資產階級 Bourgeoise Bourgeoise 
附表１ その他 




n-1 Bourgeois Bourgeois 資本家 ブルジョア 資產階級 Bourgeois Bourgeois 
11-1 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
15－1 Ideologie(右欄) Ideologie(注釈)       Ideologie(注釈) Ideologie(右欄) 
｛2b｝－
1 Ideologie Ideologie   イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
｛2?｝ Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
{5e}-1 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
{5e}-2 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
{5e}-3 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
18-1 Entfremdung Entfremdung 自己脱出 自己外化 自我疏遠 Entfremdung Entfremdung 
24-1 Ideenformation Ideenformation 観念諸体 観念的諸形成物 觀念構成 Ideenformation Ideenformation 
71-1 Ideen Ideen     觀念 Ideen Ideen 
71-2 Idee Idee     觀念 Idee Idee 
Notizen Idee Idee   観念 觀念 Idee Idee 
{5e}-1 Ideen Ideen 観念 諸観念 觀念 Ideen Ideen 
{5e}-2 Ideen Ideen 観念 諸観念 觀念 Ideen Ideen 
10-1 Gattung Gattung か族 種属 門類 Gatting Gatting 
22-1 Gattung Gattung 種族 種族 天機 Gatting Gatting 
55-1 Gattung Gattung 種 種 種屬 Gatting Gatting 
55-2 Gattung Gattung 種 種 種屬 Gatting Gatting 
18-1 Gattungsakt 無       無 無 
｛2b｝ Gattung Gattung   種族 門類 Gatting Gatting 
26－1 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 
｛2?｝-1 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 
｛2?｝-2 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 








1920 年から「マルクス全集」第 1～第 10 冊として大鐙閣・而立社より刊行された。翻訳
の底本について高畠は，同書第 1 冊の「訳者序」の中で，「私の此の翻訳は原文第六版に
依り，傍ら英訳本を参照にした」83 （高畠訳 1920，S.3）と述べている。高畠訳は新潮
社の全面改訂訳（1925 年 10 月～1926 年 10 月，全 4 冊）を経て，改造社（1927 年 10 月
～1928 年 4 月，全 5 冊）より出版されるようになった。改造社版は高畠訳の決定版であ
り，戦前『資本論』翻訳の定本となった。 
 1927 年 8 月，河上肇は岩波茂雄から依頼されて文庫版『資本論』の翻訳を引き受け，





von Karl Kautsky, Stuttgart, 1921）であり，高畠素之氏の使用されたるものと異なる。
（河上・宮川訳 1927，S.6） 
 
1928 年に河上と岩波の関係が悪化したため，文庫版『資本論』の出版は第 1 巻第 5 分
冊までで中断された。その後，この翻訳は 1931 年に改造社から出されることになった
が，時局が厳しさを増したために，結局第 1 巻上冊までで中絶してしまった。 
 さて，中国最初の『資本論』翻訳は陳啓修によってなされ，1930 年 3 月に上海崑崙書
店より『資本論第 1 巻第 1 分冊―第 1 篇―』85というタイトルで公表された。陳啓修の
「訳者例言」によれば，「翻訳の原本はカウツキー民衆版86の第 8 版（1928 年版），ベルリ
ンの J. H. W. Dietz Nachf. G.m.b.H.より発行されたドイツ語版である」（陳訳 1930，
S.1）。中国における『資本論』の普及史の起点は，この民衆版であった。陳啓修は当初
「この本を十冊に分けて出版する」（陳訳 1930，3）ことを計画したが，第 1 篇第 3 章ま
でを含む第 1 分冊だけで中絶した。 
 本章では，次の問題を取り上げる。 
 第 1 に，陳啓修版の翻訳底本を問題にする。陳啓修は「訳者例言」の最後に「東京に
                                                     
83 高畠素之訳（1920）『第 4 版 マルクス全集 資本論 第 1 巻 第 1 冊』，大鐙閣。以下，この日本語訳
を「高畠訳」と略記する。 
84 河上肇・宮川実訳（1927）『マルクス 資本論 第 1 巻 第 1 分冊』，岩波書店。以下，この日本語訳を
「河上・宮川訳」と略記する。 
85 馬克思著，陳啓修譯（1930）『資本論 第 1 卷 第 1 分冊―第 1 篇―』，上海：崑侖書店。下記の引用
文は筆者による翻訳である．以下，この中国語訳を「陳訳」と略記する。 
86 Marx/Engels. 1928.  Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie, 1 Band 1 Buch . Herausgegeben 








る。本章の第 1 節と第 2 節は，この推定の論拠をあげる。 
 第 2 に，中国のマルクス主義普及の初期における日本および日本人思想家の関与を取り
上げ，翻訳術語における日本語訳からの借用および現代訳への継承状況を論じる。これは
本章の結論を与える第 3 節，第 4 節および結語の内容を成す。 
 
Ⅱ 日本語訳の陳訳への影響 




じて次の訳本も参照した。（一）J. Molitor の仏訳（Paris, alfred Costes 発行，1924 年
版），（二）Samuel Moor と Edward Aveling の英訳（Chicago, Chaeles H. Kerr & 
Company 発行，1921 年版），（三）高畠素之の日本語訳（東京，改造社発行，1927 年














 Abstrahieren wir, sehen wir ab von seinem Gebrauchswert, so abstrahieren wir auch 























































                                                     




42-6 Produktionsmittel  生産機関 生産手段 生產手段 生産手段 生产资料 
42-15 Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 生活手段 生活资料 
64-36 Zirkulationsmittel  流通用具 流通手段 流通手段 流通手段 流通手段 
74-28 Kaufsmittel 購買用具 購買手段 購買手段 購買手段 购买手段 
85-21 Zahlungsmittel 支払用具 支払手段 支付手段 支払手段 支付手段 
  
























Die Gebrauchswerte der Waren liefern das Material einer eigenen Disziplin  




                                                     








































                                                     
89 郭大力・王亜南訳（1953）『資本論 政治経済学批判 第 1 巻』，北京：人民出版社。以下，この翻訳










Dieser Widerspruch zwischen der quantitativen Schranke und der qualitativen 
Schrankenlosigkeit des Gelds treibt den Schatzbildner stets zurück zur Sisyphusarbeit 
[zur endlos sich erneuernden Arbeit] der Akkumulation der Ansammlung und 





























 以上から，1930 年に出版された陳訳の『資本論』の底本は，実質的には，1927 年に岩
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資本論 第 1 巻第 1 分冊第 1 編 
  馬克思（Marx, K．）著 陳啓修 譯 
 上海 崑崙書店 民国 19（1930） 6，190，236P B6 
  見返し：呈 河上先生 教正乞高評 陳啓修謹贈 30．4．23 
経済学大綱 




 陳豹隠訳 上海 楽群書店 1929 年 597P B6 
  見返し：呈 河上先生指正 陳豹隠 1929．5．8． 於東京本郷公属 窓下：訳
者の訂正記入91。 
 






































6-13 Gallerte 凝結 膠質物 膠質物 凝固物 凝结 
6-31 wertbildende 
Substanz 
価値形成実体 価値を形成す  價值形 価値を形成 形成价值的
























流通用具 流通手段 流通手段 流通手段 流通手段 
74-1 Umlauf 通用 通流 流轉 流通 流通 
81-21 Produktionskri
se  
生産上の恐慌 生産恐慌 生產恐慌 生産恐慌 生产危机 
81-21 Handelskrise  商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商业危机 






























































番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
3-2 Ware 商品 商品 商品 商品 商品 
3-2 Geld 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 货币 
3-6 Gebrauchswert 使用価値 使用価値 使用價値 使用価値 使用价值 
3-6 Wert 価値 価値 價値 価値 价值 
3-9 Warensammlung 商品集積 商品の集大成 商品集成 商品の集まり 商品堆积 
3-10 Elementarform 成素形態 原基形態 始基形態 基本形態 元素形式 
3-19 Gegenstand des Genusses 享楽の対象 享楽の対象 享樂的對象 受用の対象 消费品 
3-21 nützliches Ding 有用物 有用物 有用物 有用物 有用物 
3-26 geschichtliche Tat 歴史的事蹟 歴史的業績 歷史的行為 歴史的な行為 历史的事情 
4-1 Warenmaß 商品尺度 商品尺度 商品尺標 商品尺度 商品尺度 
4-3 Üebereinkommen 傳習 合意 合意 習慣 约定俗成 
4-7 Warenkörper 商品体 商品体 商品體質 商品体 商品体 
5-7 Gehalt 内容 内実 內容 内実 内容 
5-23 Tauschwert 交換価値 交換価値 交換價値 交換価値 交换价值 
5-23 reduzieren 約元 還元 還元 還元 化成 
5-38 Atom 原子 分子 原子 分子 原子 
5-40 Arbeitsprodukt 労働生産物 労働生産物 勞動生産物 労働生産物 劳动产品 
6-10 abstrahieren 抽象 抽象→捨象 捨象 捨象 抽象 
6-13 Gallerte 凝結 膠質物 膠質物 凝固物 凝结 
6-17 aufgehäufen 堆積 蓄積 積蓄 積み上げられている 积累 
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番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
6-19 Austauschverhältnis 交換関係 交換関係 交換關係 交換関係 交换关系 
6-31 wertbildende Substanz 価値形成実体 価値を形成する実体 價値形成實體 価値を形成する実体 形成价值的实体 
6-40 dieselbe menschliche Arbeitskraft 一様なる人間労働力 同一なる人間の労働力 同一的人類的勞動力 同じ人間労働力 同一的人类劳动力 
6-46 gesellschaftliche Durchschnitts- 
Arbeitskraft 
社会的平均労働力 社会的平均労働力 社會的平均勞動力 社会的平均労働力 社会平均劳动力 







8-33 gesellschaftlicher Gebrauchswert 社会的使用価値 社会的使用価値 社會的使用價値 社会的使用価値 社会的使用价值 
9-1 Doppelcharakter 二重性質 二重性 二重性 二重性 二重性 
9-2 Zwieschlächtiges 二重物 二者闘争物 二者鬥爭物 二面的なもの 二重的东西 
9-18 nützliche Arbeit 有用労働 有用労働 有用勞動 有用労働 有用劳动 
9-31 Gesellschaftliche Teilung der Arbeit 社会的分業 社会的分業 社會的分業 社会的分業 社会分工 
10-23 Stoffwechsel 代謝機能 物質代謝 質料代謝 物質代謝 物质变换 
11-43 einfache Durchschnittsarbeit 単純なる平均労働 単純なる平均労働 單純的平均勞動 単純な労働 简单平均劳动 
11-45 Kompliziertere Arbeit 複雑なる労働 複雑労働 複雜勞動 複雑な労働 复杂劳动 
13-6 Arbeitstag 日数の労働時間 労働日 勞動日 労働日 工作日 
14-1 Wertform 価値形態 価値形態 價値形態 価値形態 价值形式 
14-8 Wertgegenständlichkeit 価値対象性 価値対象性 價値對象性 価値対象性 价值对象性 
15-23 relative Wertform 相対的価値形態 相対的価値形態 相對的價値形態 相対的価値形態 相对价值形式 
15-24 Aequivalentform 等価形態 等価形態 等價形態 等価形態 等价形式 
17-2 Wertding 価値物 価値物 價値物 価値物 价值物 
17-3 Wertsein 固有の価値性 価値実在 價値存在 価値存在 价值存在 
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番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
17-18 Wertabstraktion 価値抽象 価値としての抽象(捨象) 價値捨象物 価値抽象 价值抽象 
18-27 verkörperter Wert 体現された価値 体化された価値 體質化了的價値 具体化された価値 物体化的价值 
18-27 Wertkörper 価値物体 価値体 價値體 価値体 价值体 
18-47 Umgang 交通 交通 交通 交わり 交往 
19-15 Wertverhältnis 価値関係 価値関係 價値關係 価値関係 价值关系 
19-21 relativer Wert 相対的価値 相対的価値 相對的價値 相対的価値 相对价值 
22-28 Wertgleichung 価値方程式 等価方程式 價値方程式 価値等式 价值等式 
24-32 abstrakte menschliche Arbeit 抽象的人間労働 抽象性における人間労働 捨象的人類勞動 抽象的人間労働 抽象价值劳动 
25-41 Festigkeit eines Volksvorurteils 一般人民の先入の見 国民的信念の固定性 國民的信念的固定性 民衆の先入見 国民的牢固的成见 
26-4 einfache Wertform 単純価値形態 簡単なる価値形態 簡單的價値形態 単純な価値形態 简单价值形式 
27-4 Wertgestalt 価値の姿 価値の姿 價値姿態 価値の姿 价值形态 
27-23 Metamorphose 変化 変態 變形 変態 形态变化 
28-6 entfaltete relative Wertform 拡大したる価値形態 拡大されたる相対的価値
形態 
擴大了的價値形態 展開された価値形態 扩大的相对价值形式 
29-3 Austauschverhältnis 交換比例 交換比率 交換的比率 交換割合 交换比率 
29-6 Wertkörper 価値体 価値体 價値體質 価値体 价值体 
30-2 Warenbesitzer 商品所有者 商品所有者 商品所有人 商品所持者 商品占有者 
30-8 allgemeine wertform 一般的価値形態 一般的価値形態 一般的價値形態 一般的価値形態 一般价值形式 
31-21 gesellschaftliches Dasein 社会的な存在 社会的な定有 社會的存在 社会的な定在 社会存在 
31-35 allgemeines Aequivalent 一般的等価 一般的等価物 一般等價物 一般等価物 一般等价物 
31-39 Privatarbeit 私的労働 私的労働 私的勞動 私的労働 私人劳动 
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番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
32-7 unterschiedlose menschliche Arbeit 無差別なる人間労働 無差別な人間労働 無差別的人類勞動 無差別な人間労働 无差别人类劳动 
32-41 totale Wertform 総体的価値形態 総体的価値形態 總計的價値形態 全体的価値形態 总和的价值形式 
33-6 Warenwelt 商品界 商品世界 商品世界 商品世界 商品世界 
34-4 gesellschaftliches Monopol 社会的独占権 社会的独占 社會的獨占 社会的独占 社会独占权 
36-41 Fetischismus 魔術性 物神崇拝 物神崇拜 呪物 拜物教 
37-9 gesellschaftliche Gesamtarbeit 社会的総労働 社会的総労働 社會的總勞動 社会的総労働 社会总劳动 
37-25 doppelter gesellschaftlicher Charakter 二重の社会的性質 二重の社会的性質 二重的社會的性質 二重な社会的性格 二重的社会性质 
38-26 Produktenaustauscher 生産物の交換者 生産物の交換者たち 生産物的交換者們 生産物交換者 产品交换者 
42-6 Produktionsmittel 生産機関 生産手段 生産手段 生産手段 生产资料 
42-15 Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 生活手段 生活资料 
46-8 Wechselkurs 為替相場 為替相場 匯兌行情 為替相場 汇率 
47-20 Austauschprozeß 交換行程 交換過程 交換進程 交換過程 交换过程 
48-1 Privateigentümer 私有権者 私有権者 私有權所有人 私的所有者 私有者 
48-18 das Konkrete 具体性 具体性 具象的感覺 具体的なもの 具体属性 
56-2 Warenzirkulation 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 
56-5 Geldware 貨幣商品 貨幣商品 貨幣商品 貨幣商品 货币商品 
56-20 Wertausdruck 価値表章 価値表現 價値表現 価値表現 价值表现 
56-21 Preis 価格 価格 價格 価格 价格 
58-10 die Verdoppelung des Wertmaßes 価値尺度の複本位制 価値尺度の二重化 價値尺度的兩重化 価値尺度の二重化 价值尺度的二重化 
59-4 Maßeinheit 測度単位 尺度単位 尺標單位 度量単位 计量单位 
59-7 Maßstab 測度標準 本位 本位 度量標準 标准 
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番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
61-20 Taufname 法定名 洗礼名 洗禮名 洗礼名 教名 
64-12 Transsubstantiation 変質作用 化体 變體作用 化体 变体 
64-36 Zirkulationsmittel 流通用具 流通手段 流通手段 流通手段 流通手段 
64-37 Metamorphose der Waren 商品の転形 商品の変態 商品的變形 商品の変態 商品的形态变化 
74-1 Umlauf 通用 通流 流轉 流通 流通 
74-28 Kaufsmittel 購買用具 購買手段 購買手段 購買手段 购买手段 
74-42 Konsumtion 消費 消費 消費 消費 消费 
77-37 Masse des zirkulierenden Geldes 流通貨幣の分量 流通貨幣の数量 流通着的貨幣的數量 流通する貨幣の量 流通货币量 
79-2 Durchschnittsanzahl der Umläufe 通用の平均の回数 平均通流回数 平均流轉回數 貨幣の平均流通回数 平均流通次数 
79-3 Durchschnittsgeschwindigkeit des 
Geldumlaufes 
貨幣通用の平均速度 貨幣通流の平均速度 貨幣流轉的平均速度 貨幣流通の平均速度 货币的平均流通次数 
80-18 Masse der Zirkulationsmittel 流通用具の分量 流通手段の数量 流通手段的數量 流通手段の量 流通手段量 
81-21 Produktionskrise 生産上の恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生产危机 
81-21 Handelskrise 商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商业危机 
83-1 Wertzeichen 価値章表 商品章標 價値符號 価値章標 价值符号 
83-7 Nationaluniform 国民的制服 国民的制服 國民的制服 国民的部面 国家制服 
84-11 Goldsein 金実体 金の実在 金的存在 金存在 金存在 
84-11 Goldschein 金假現 金の假象 金的外觀 金仮象 金假象 
84-16 Metalldasein 金属上の存在 金属としての定在 金屬上的存在 金属定在 金属存在 
85-9 Münzdasein 鋳貨存在 鑄弊としての存在 鑄幣的存在 鋳貨定在 铸币存在 
85-15 Staatspapiergeld 国家紙幣 国家紙幣 國家紙幣 国家紙幣 国家货币 
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番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
85-21 Zahlungsmittel 支払用具 支払手段 支付手段 支払手段 支付手段 
88-19 Schatzbildung 貨幣の退蔵 貨幣蓄蔵 儲藏手段 貨幣蓄蔵 货币储藏 
88-37 Schatzbildner 貨幣退蔵者 貨幣蓄蔵者 貨幣儲藏人 貨幣蓄蔵者 货币储藏者 
91-23 Kaufmittel 購買用具 購買手段 購買手段 購買手段 购买手段 
91-27 Akkumulation 蓄積 蓄積 積聚 蓄積 积累 
95-34 vermitteln 欠訳 媒介 媒介 媒介 中介 
96-7 Geldkrise 貨幣恐慌 金融恐慌 金融恐慌 貨幣恐慌 货币危机 
100-7 Weltgeld 世界貨幣 世界貨幣 世界貨幣 世界貨幣 世界货币 
100-9 Maßstab der Preise 価格標準 価格の本位 價格的本位 価格の度量標準 价格标准 
100-10 Scheidemünze 補助貨幣 補助貨幣 輔助貨幣 補助貨 辅币 
109-6 Handelsbilanz 貿易の差額 貿易の差額 貿易的差額 貿易差額 贸易差额 
103-5 Nationalarbeit 国民的労働 国民労働 國民勞動 各国の労働 本国劳动 
103-8 nationale Zirkulationssphäre 国民の流通界 国民の流通領域 國民的領域 各国の流通部面 国家的流通领域 








ー出版社（Verlag von Otto Meissner）によって第 1 巻初版が刊行された。その後，マルク
ス存命中に第 2 版（1872～1873）とフランス語版（1872～1875）が出版された。マルク
スの死後，第 1 巻の第 3 版（1883）と第 4 版（1890 年），第 2 巻の第 1 版（1885）と第




陳啓修によってなされた中国最初の『資本論』の翻訳は，1930 年 3 月に上海の昆崙書
店より『資本論第 1 巻第 1 分冊―第 1 篇』というタイトルで公刊された。すでに第 4 章で
述べたとおり，この陳訳の実質的底本は，1927 年に岩波書店より刊行された河上・宮川訳








                                                     
94 Marx/Engels. 1914-1929. Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie. Herausgegeben/Besorgt von 
Karl Kautsky, Volksausgabe. Berlin und Stuttgart: J.H.W.Dietz Nachf. G.m.b.H.  
カウツキーが編集したこの民衆版は『資本論』全三巻を収録しているが，彼は最初に考案したのは第 1 巻
のみであった． 1914 年に Diez 社より出版された第 1 巻がマルクスの編集した最後のドイツ語第 2 版を
もとに，エンゲルスによる第 3 版と第 4 版での修正を参照しながらカウツキーによって編集されるもので
ある（Herausgegeben von Karl Kautsky）。ところが，1926 年と 1929 年に出版された第 2 巻と第 3 巻の
編集は，マルクスの遺稿ではなく，エンゲルスの編集テキストに基づいたものである（Herausgegeben 
von Friedrich Engels, Besorgt von Karl Kautsky）。 
95 Marx/Engels. 1932-1934. Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie. Herausgegeben von Friedrich 




   
Ⅱ 戦前中国における『資本論』の出版経緯 
2-1．潘冬舟訳 
 陳訳が出た二年後に，1932 年 8 月に北京東亜書店が『資本論 第 1 巻 第 2 分冊』を刊
行し，1933 年 1 月に第 3 分冊を出版した。2 冊の訳者はともに潘冬舟である。 





 第 2 分冊には「第 2 篇 貨幣の資本への転化」と「第 3 篇 絶対的剰余価値の生産」，第
3 分冊には「第 4 篇 相対的剰余価値の生産」が収録されている。「訳者言」には翻訳底本
の情報が提示されていない97。「10 冊に分けて三か月ごとに 1 冊を出版し，2 年のうちに全
三巻の『資本論』を訳し終える」と宣言したが，結局この計画も第 3 分冊までで終わった。 
 
2-2．候・王訳 
 1932 年 9 月に候外蘆と王思華の翻訳した『資本論』第 1 巻の上（第 7 章まで）が北京で
擬制の「国際学社」より出版され，1936 年 6 月にまた第 1 巻の中（第 8～13 章），下（14
章～25 章）と第 1 巻の合本（全）が「世界名著訳社」より刊行された。中国の読者は初め
て第 1 巻の全訳を迎えた。翻訳底本について，候と王はエンゲルスが 1890 年に編集した第





                                                     
96 潘冬舟（1932）「訳者序」『資本論 第 1 巻 第 2 分冊』東亜書店。翻訳は筆者によるものである。 
97 1931 年 5 月に河上肇＋宮川實による『資本論 第 1 巻 上冊』が改造社より出版されたが，第 4 篇ま
でであった。この日本語訳に基づき，潘が第 2 分冊（第 2 篇）と第 3 分冊（第 4 篇）を完成したのではな
いか，と筆者は推測している。 













 1934 年 5 月，呉半農訳・千家駒校の『資本論 第 1 巻 第 1 分冊』（第 1～2 篇）が上海











な『資本論』翻訳の準備とする」103と述べた。こうして 1931 年～1932 年に，郭大力と王
亜南によって D.リカードゥーの『経済学及賦税之原理』104及び A.スミスの『国富論』105の
                                                     
99 候外蘆（1983）「『資本論』訳読始末」『馬克思恩格思著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民出版社。 
100 楊国昌（1984）「『資本論』中訳本簡史」『経済科学』1984-6，S.69-76. 
101 呉半農 千家駒（1934）「訳者の話」「校正者の話」『資本論 第 1巻 第 1分冊』，上海商務印書館。 
102 郭大力 王亜南訳（1938）『資本論』（全三巻）読書生活出版社．以下，この翻訳を郭・王訳と略記する。 
103 郭大力（1938）「訳者跋」『資本論 第 3巻』読書生活出版社。 
104 David Ricardo. 1817. Principles of Political Economy and Taxation. 王亜南 郭大力訳（1931）『経済
学及賦税之原理』神州国光出版社。 






















である。このほか， 我らは 2 つの英語訳と 2 つの日本語訳をも参照したが，その
中，完訳は 1 つの英語訳と 1 つの日本語訳のみであった。       
（郭・王訳 1938，S.764-765） 
 
 郭・王訳の翻訳底本は，エンゲルスによるドイツ語第 4 版を基礎にモスクワのマルク




107 筆者の調査では，郭・王訳の初版は 1938 年に上海で 3 千部，1940 年に重慶で印刷された部数が不





ス・エンゲルス・レーニン研究所が 1932 年～1934 年に刊行した民衆版である。この民衆
版では，第 1 巻の冒頭には，出版者のアドラツキーが同書の特質を紹介した「序文」


















3-2-1．第 22 章の例 
 
Um nun diese Bestandtheile thatsächlich als Kapital fungiren zu lassen, bedarf die 
Kapitalistenklasse eines Zuschusses von Arbeit. Soll nicht die Ausbeutung der schon 
beschäftigten Arbeiter extensiv oder intensiv wachsen, so müssen zusätzliche 
Arbeitskräfte eingestellt werden.                          
(MEGAⅡ-10 1991, S.520) 
                                                     
108 『資本論』中国語訳の初版が出版後，郭大力は独自で『資本論』全三巻の巻末部分を訳出し，1939

























う。次に，『資本論』第 1 巻の前半から 1 つの段落を取り出して比較してみよう。 
3-2-2．第 13 章の例 
 
Wenn es daher auf den ersten Blick klar ist, daß die große Industrie durch Einverleibung 
                                                     
109 資本論翻訳委員会訳（1997）『資本論』（三巻全 5 冊）新日本出版社。以下，この翻訳を新日本出版社
訳と略記する。 
110 中共中央馬克斯恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（2004）『資本論』（全 3 巻）人民出版社。以下，この
翻訳を 1972 年版と区別して編訳局新訳と略記する。 
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ungeheurer Naturkräfte und der Naturwissenschaft in den Produktionsproceß die 
Produktivität der Arbeit außerordentlich steigern muß, ist es keineswegs eben so klar, daß 
diese gesteigerte Produktivkraft nicht durch vermehrte Arbeitsausgabe auf der andren Seite 
erkauft wird.       








不這樣明瞭了。              








的，这一点却绝不是同样一目了然的。                   
（編訳局新訳 2004，S.444） 
 
















論』第 1 巻第 4 版を収録する新 MEGAⅡ-10（1991， Diez Verlag）の Sachregister（事項
索引）に挙げられた術語を基礎にし，独・日・中の術語比較表を作成した（本章の添付資料
「附表 3 『資本論』第 1 巻 独・日・中術語比較表」，参照）。 
「Sachregister」の主要項目では約 700 語が提示されるが，筆者の比較表には，『資本論』
第 1 巻の術語を約 350 語収録している。ここで筆者は，経済学と哲学用語を網羅的に収録
するよう努め，以下のものを本表から外すことにした。  
1．人名，国名，地名，戦争名，法律などの固有名詞。例えば，David Ricardo, Ägypten, Amerika, 
Asien, Athen, Australien, Belgien, China, Deutschland, England, Frankreich, Preußen 
Antijakobinerkrieg, Bankakt von 1844, Julirevolution, Magna Charta, Opiumkrieg など。   
2．時代，産業部門や学科名などを表すもの。例えば，Altertum, Astronomie, Epoche, Mittelalter, 
Baumwollindustrie, Bergbau, Buchbinderei, Gasindustrie, Glasmacherei, Mathematik, 
Strumpfwirkerei, Töpferei, Chemie, Physik, Natur など。 
3．経済学や哲学と関連性がない，もしくは低い名詞。例えば，Aufklärung, Einhegungen, 
Eisenbahnen, Erfindungen, Geschichte, Geschick, Harmoniker, Kirche, Mode, Pest, 
Sprache, Tier など。 
4．類義語または同義のものからいずれかを選ぶ。例えば，Mehrwertmasse と Masse des 
Mehrwert, Intensität der Arbeit と Arbeitsintensität,  Verteilung と Distribution, 
Außenhandel と Foreign Trade/auswärtiger Handel, innerbetriebliche Arbeitsteilung と
















長谷部訳111 陳訳 郭・王訳 
107-3 Krise 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 
127-34 Geldkrise 金融恐慌 金融恐慌 貨幣恐慌 金融恐慌 金融恐慌 
1 14-29 Handelskrise 商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 
114-29 Produktionskrise 生産上の恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生產恐慌 生產恐慌 
41-28 Produkt 生産物 生産物 生産物 生產物 生產物 
100-6 Produktenaustausch 生産物交換 生産物交換 生産物の交換 生產物交換 生產物的交換 
327-16 Handarbeit 筋肉労働   手の労働   筋肉勞動 
457-4 Kopfarbeit 頭の労働   頭の労働   頭的勞動 
327-16 Verstandesarbeit 知識労働   頭の労働   理智勞動 
269-16 Hausarbeit 家内労働   家内労働   家內勞動 
154-18 Arbeiter 労働者 労働者 労働者   勞動者 




資本の蓄積   資本の蓄積   資本的蓄積 
                                                     
111 長谷部文雄は 1929 年に岩波文庫より『資本論初版抄』を出版した。1937 年に日本評論社より『資本
論』第 1 巻の翻訳を刊行した後，長谷部は 1946～50 年に全 3 巻（11 冊）の翻訳を完成して同社より発行
した。以来，1951~54 年に出版された青木文庫の改訳版（3 巻 14 冊，文庫版と並行して 1954 年に上製




者は 1954 年に青木書店より刊行された長谷部訳革青版を利用した。 
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資本の蓄積行程   
資本の蓄積過
程 








資本の集中   資本の集中   資本的集中 




























第 1 巻に関して，序跋と第 1 篇から第 4 篇までは私（郭大力―引用者）が翻訳したもの
 86 
 
で，第 5 篇から第 1 巻末までは亜南（王亜南―引用者）が翻訳したものである。第 2 巻
に関して，序と第 1 篇は亜南が翻訳したもので，第 2 篇と第 3 篇は私が翻訳したもので
ある。ただし第 3 巻で，亜南はより重要な仕事を担当したため，極一部（第 6 篇第 37 章
から 40 章まで）しか訳すことができなかった。残りの部分は私が担当した。 
                           （郭・王訳 1938，S.764） 
 
 郭大力と王亜南がそれぞれ翻訳したページ数を検討すると，最初の中国語訳第 1 巻全 661
ページのうち，王によって訳出された分量は 247 ページであり，第 1 巻の 37％を占めるこ
とが分かる。全 3 巻 1852 ページのうち，王亜南が訳した分量は 419 ページであり，全 3 巻






































理した術語比較表に収録される約 350 語のうち，この 784 語と重なる術語にはどのような
ものがあり，その点数はいかほどであろうか。以下で筆者は，本章の添付資料「附表 3 
『資本論』第 1 巻 独・日・中術語比較表」116をこうした問題関心から整理し，該当する
                                                     










114 高名凱 劉正琰（1958）『現代漢語外来詞研究』文字改革出版社。 
115 王立達（1958）「現代漢語中従日本借来的語彙」『中国語文』（64）。 
116 本表に収録される日本語版本は高畠訳改造社版（1927），河上・宮川訳改造社版（1931），長谷部訳青
木革青版（1954），中国語版は陳訳（1930），郭・王訳（［初版第 2 刷］1947），郭・王訳修訂第 1 版
（1953~1956），郭・王訳修訂第 2 版（1963），編訳局訳（1972~1975）である。便宜を図るため，筆者
は比較表で使われる漢字表記を統一している。日本語訳の旧漢字をすべて現代漢字に切り替え，中国語に






5-1-1．『資本論』第 1 巻の日本語来源とみられる術語 
（ア）資本/貨幣/流通117 
資本 社會總資本 蓄積 資本的蓄積 蓄積基金 資本的蓄積過程 原始蓄積 貯藏 貨幣貯藏 
資本的集中 資本之累積 商業資本 商人資本 不變資本 可變資本 固定資本 流動資本 高利
貸資本 生息資本  貨幣 貨幣價值 貨幣市場 信用貨幣 貨幣的記號 貨幣流通 通流 流通過
程 準備基金 
                                    計 28 語 
（イ）勞動/勞動者 
勞動 勞動軍 勞動貨幣 勞動條件 勞動器具 勞動契約 勞動生產物 勞動的二重性 抽象的人
類勞動 具體的勞動 單純勞動 複雜勞動 社會的勞動 私人勞動 有給勞動 無給勞動 筋肉勞
動 頭的勞動 理智勞動 社會平均勞動 活的勞動 有用勞動 必要勞動 生產勞動 監視勞動 
季節勞動 勞動者 工資勞動者 就業勞動者 勞動運動 勞動者階級 勞動階級 勞動基金 勞動
對象 勞動強度 勞動力 失業 勞動市場 勞動手段 勞動生產力 勞動過程 勞動日 標準勞動
日 勞動時間 勞動體化物 勞動材料 必要的勞動時間 工廠勞動者 農業勞動者 家庭勞動 家
內勞動 徭役勞動 總勞動者 兒童勞動 強制勞動 過度勞動 工廠勞動 農民 遊牧民 
                                    計 59 語 
（ウ）社會/主義/階級/意識/概念/觀念/議會/地主/自治/組合/特權 
小農階級 資產階級 小資產階級社會主義 資產階級社會 資本主義社會 社會進步 資本家 
資本家階級 產業資本家 階級鬥爭 階級對立 中等階級 資本主義生產 資本主義生產過程 
資本主義生產方法 共產社會主義 重商主義 專制主義 封建主義 複本位主義的空想 社會的
分工 社會意識形態 概念 議會 大地主 自治團體 勞動者組合 特權 觀念 
                                    計 29 語 
（エ）商品/生產/恐慌/剩餘/獨佔/所有權/所得稅 
商品 商品體 商品生產 商品流通 商品交換法則 商品堆積 生產物 生產物的交換 農產物 






生產關係 生產條件 生產費 生產手段 共有的生產手段 生產過程 生產關係 生產方法 生產
時間 生產力 總生產物 生產物價值 再生產 單純再生產 過剩生產 奢侈品的生產 自然生產
物 恐慌 商業恐慌 生產恐慌 金融恐慌 剩餘勞動 剩餘勞動時間 剩餘生產物 剩餘價值 絕
對剩餘價值 相對剩餘價值 剩餘價值量 剩餘價值率 額外剩餘價值 榨取 獨佔 生產手段的
獨佔 資本的獨佔 土地所有權 所得稅 
                                    計 45 語 
（オ）價值/交換/消費/商業/自由/債權/債務/破產/科學/自然科學/唯物論 
價值 價值表現 價值抽象 價值對象性 價值體 價值實體 價值法則 價值量 價值尺度 價值
記號 使用價值 使用價值與價值在商品內部的對立 價值增殖過程 資本價值的構成 價值生
產物 交換 交換價值 消費 消費基金 享樂的手段 享受的對象 商業利益 自由 自由貿易 債
權者 債務者 債務 破產 科學 自然科學 唯物論 
                                                                         計 31 語 
（カ）工業/革命/技師/共同體/手段/資料/單位/經濟/關係/市場/機關/機械/組合/條件 
大工業 手工業 手工業者 產業革命 技師 共同體 共產體 協作關係 支付手段 生活資料 尺
度單位 經濟學 庸俗經濟學 權利關係 財産關係 世界市場 殖民地市場 世界商業 交通機關 
機械 工人的組合 勞動者的一切組合 生活條件 
                                    計 23 語 
（キ）～形態/～式/～化/～力/～法/～論/～的 
生產形態 等價形態 原素形態 貨幣形態 社會形態 價格形態 價值形態 家長式產業 生活方
式 人格的物化 社會化 自然力 勞動法 無神論 族長的家庭 
                                                                    計 15 語 
（ク）その他 
需要 供給 基礎 上層建築 慾望 辯證法 國有地 分離 凝結 法則 強力 貿易差額 家長式產
業 結合 自由競爭 農奴制度 形（而）上學 人格化 私有制 利潤 額外的利潤 利潤率 產
業豫備軍 奴隸制度 代謝機能 過剩人口 濫費 共有地 二重物 合作 合作工廠 抽象 經理 
否定之否定 民族 匯兌率 布洛推斯坦教（プロテスタント教の音訳） 勞動力價值的相對
減低 取締工會的法律 




合計 269 語 
 
5-2．日本語来源と確認できない術語 
輪班制度 取得 股份公司 工人 工資 名義工資 真實工資 日工資 計件工資 計時工資 拜物
教性質 工會 金 地租 資本墊支 夜工 重農學派 財富 國家 稅賦 稅賦制度 勞動者沒有充
分工作 人民被剝奪 利息 製造業的分工 週工資 共有地 所得 工廠 工廠主 土地貴族 殖民
地 徒弟 製造業 形態變化 無產者 罷工 領主 採掘產業 產業部門 權力 業者 紙幣 貧困 
價格變動 國債制度 國家對私人的補助 商人 拜物教 人身的依賴關係 諸國 矛盾 脫棄 均
等 價格 平均價格 認識 半製品 榨取 十小時法 二律背反 臨時徭役 奴隸貿易 基爾特制度 





版本 由来 日本来源の術語 日本来源と確認できないもの 
郭・王訳（1938） 269 76 
経済学・哲学用語が網羅的に収録される本章の「附表 3 『資本論』第 1 巻 独・日・中
術語比較表」には，實藤が整理した「中国人のみとめた日本語来源の中国語」のリストで確
認できる術語の 269 語が存在する。これらは，その大半が高畠訳と河上・宮川訳より導入
されたのであり，第 1 巻調査対象術語全体の約八割を占める。 
郭・王訳の翻訳術語のうち，實藤の「中国人のみとめた日本語来源の中国語」リストによ
































人的倚存 人的の依存関係 人格的な依存諸関係 人格的依存関係 人的依存關係 人身依賴關係 人身的依賴性 人身的依赖关
系 
人身依附 
230-20 Ablösungssystem 交代制度 交替制 交代制 交替制   輪班制度 換班制度 换班制度 换班制度 
529-21 Abstinenztheorie 節欲説   節欲説 節欲説   節慾說 節欲說 节欲说 节欲论 
39-35 Abstraktion 抽象 度外視 捨象 捨象 置諸度外 抽象 抽象 抽象 抽去 
629-14 Ackerbau 農業   農業 農業   農業 農業 农业 农业 
647-41 Adel 貴族   貴族 貴族   貴族 貴族 贵族 贵族 
59-32 Äquivalentform 等價形態 等価形態 等価形態 等価形態 等價形態 等價形態 等價形態 等价形态 等价形式 
402-1 Ackerbauarbeiter 農業労働者 農業労働者 農業労働者 農業労働者   農業勞動者 農業勞動者 农业劳动者 农业工人 
227-8  Agrikulturarbeiter 農業労働者 農業労働者 農業労働者 農業労働者   農業勞動者 農業勞動者 农业劳动者 农业工人 
667-36 Agrikulturprodukte 農産物   農業生産物 農業生産物   農產物 農產物 农产物 农产品 
584-3 Akkumulation des 
Kapital 
資本の蓄積 資本の蓄積 資本の蓄積 資本の蓄積   資本的蓄積 資本的積累 资本的积累 资本积累 
529-24 Akkumulationsfonds 蓄積基金   蓄積元本 蓄積元金   蓄積基金 積累基金 积累基金 积累基金 
505-5 Akkumulationsproze
ß des Kapitals 






563-18 Aktiengesellschaft 株式会社   株式会社 株式会社   股份公司 股份公司 股份公司 股份公司 
145-8 Nachfrage  Zufuhr 需要 供給 需要 供給 需要 供給 需要 供給   需要 供給 需要 供給 需要 供给 供求 
139-32 Aneignung 占有 占有 取得 取得   取得 取得 取得 占有 
210-34 Antinomie 二律背反 二律背反 二律背反 二律背反   二律背反 二律背反 二律背反 二律背反 
10-13 Atheismus 無神論 無神論 無神論 無神論 無神論 無神論 無神論 无神论 无神论 
40-27 aufhäufen 蓄積 蓄積 堆積 堆積 積蓄 蓄積 積累 积累 积累 
40-19 Arbeit 労働 労働 労働 労働 勞動 勞動 勞動 劳动 劳动 




153-30 Arbeitskontrakt 労働契約 労働契約 労働契約 労働契約   勞動契約 勞動契約 劳动契约 劳动契约 
154-7 Arbeitsinstrumente 労働器具 労働具 労働用具 労働用具   勞動器具 勞動器具 劳动工具 劳动工具 
43-14 Doppelcharakter der 
Arbeit 












47-37 konkrete Arbeit 具體的労働 具体的な労働 具体的労働 具体的労働 具象的勞動 具體的勞動 具體的勞動 具体劳动 具体的劳动 
46-21 einfache Arbeit 単純労働 単純労働 簡単労働 単純労働 單純勞動 單純勞動 簡單勞動 简单劳动 简单劳动 
46-20 komplizierte Arbeit 複雑労働 複雑労働 複雑労働 複雑労働 複雜勞動 複雜勞動 複雜勞動 复杂劳动 复杂劳动 
90-30 gesellschaftliche 
Arbeit 
社会的の労働 社会的な労働 社会的な労働 社会的（な）労働 社會的勞動 社會的勞動 社會的勞動 社会的劳动 社会劳动 
90-30 Privatarbeit 私的労働 私的労働 私的労働 私的労働 私的勞動 私人勞動 私勞動 私人劳动 私人劳动 
478-9 bezahlte Arbeit 支払労働   支払労働 支払労働   有給勞動 有給勞動 有报酬的劳动 有酬劳动 
478-7 unbezahlte Arbeit 不払労働   不払労働 不払労働   無給勞動 無給勞動 没报酬的劳动 无酬劳动 
327-16 Handarbeit 筋肉労働   手の労働 手の労働   筋肉勞動 筋肉勞動 体力劳动 体力劳动 
457-4 Kopfarbeit 頭の労働   頭の労働 頭の労働   頭的勞動 頭的勞動 头的劳动 脑力劳动 
327-16 Verstandesarbeit 知識労働   頭の労働 頭の労働   理智勞動 理智勞動 脑力劳动 脑力劳动 
155-33 gesellschaftliche 
Durchschnittsarbeit 
社会的平均労働 社会的平均労働 社会的平均労働 社会平均労働   社會平均勞動 社會平均勞動 社会平均劳动 社会平均劳动 
166-40 lebendige Arbeit 生きた労働 生ける労働 生きた労働 生きた労働   活的勞動 活的勞動 活的劳动 活劳动 
45-3 nützliche Arbeit 有用労働 有用労働 有用的労働 有用的労働 有用勞動 有用勞動 有用勞動 有用劳动 有用劳动 
195-16 nothwendige Arbeit 必要労働 必要労働 必要労働 必要労働   必要勞動 必要勞動 必要劳动 必要劳动 
40-16 produktive Arbeit 生産的労働 生産的労働 生産的労働 生産的労働 生產的勞動 生產勞動 生產勞動 生产劳动 生产劳动 




299-24 Arbeit  der 
Oberaufsicht 
監視の労働 監督のための仕事 監督労働 監督の労働   監視勞動 監督勞動 监督劳动 监督劳动 
154-18 Arbeiter 労働者 労働者 労働者 労働者   勞動者 勞動者 劳动者 工人 劳动者 
560-39 Arbeiterarmee 労働者軍   労働者軍 労働者軍   勞動軍 勞動軍 劳动军 劳动军 
298-40 Arbeiterassoziation 労働者の組合 協同組合 労働者たちの団体 労働者の組合   工人的組合 工人的組合 工人的组合 工人组合 
265-21 Arbeiterbevölkerung 労働者 労働者層 労働者人口 労働者人口   就業勞動者 勞動者人口 劳动人口 劳动居民 








214-31 Arbeiterbewegung 労働運動 労働者運動 労働者運動 労働運動   勞動運動 工人運動 工人运动 工人运动 




労働者種族 労働者全体 労働者世代 労働者世代   勞動者 勞動者 一代劳动者 一代工人 
497-22 Arbeiterstatuten 労働者法   労働者条例 労働法令   勞動法 勞動法 劳动法 劳工法 
293-15 Arbeitsbedingungen 労働条件 労働諸条件 労働諸条件 労働諸条件   勞動條件 勞動條件 劳动条件 劳动条件 
508-21 Arbeitsfonds 労働基金   労働元本 労働元金   勞動基金 勞動基金 劳动基金 劳动基金 
163-2 Arbeitsgegenstand 労働対象 労働対象 労働対象 労働対象   勞動對象 勞動對象 劳动对象 劳动对象 
171-15 Arbeitsmaterial 労働材料 労働材料 労働材料 労働材料   勞動材料 勞動材料 劳动材料 劳动材料 
466-26 Arbeitsintensität 労働の能率   労働の強度 労働の強度   勞動強度 勞動的強度 劳动的强度 劳动强度 
158-19 Arbeitslohn 労銀 労賃 労賃 労賃   工資 工資 工资 工资 
486-18 Nominallohn 名目賃銀   名目的労賃 名目賃銀   名義工資 名義工資 名义工资 名义工资 
486-18 Reallohn 現実賃銀   現実的労賃 実質賃銀   真實工資 實際工資 实际工资 实际工资 
496-7 Tageslohn 日賃銀   日賃銀 日賃銀   日工資 日工資 日工资 日工资 




496-7 Wochenlohn 週賃銀   週賃銀 週賃銀   週工資 週工資 周工资 周工资 
493-2 Stücklohn 請負賃銀   個数賃銀 出来高賃銀   計件工資 計件工資 计件工资 计件工资 
486-2 Zeitlohn 時間賃金   時間賃金 時間賃銀   計時工資 計時工資 计时工资 计时工资 
90-33 Arbeitsgeld 労働貨幣 労働貨幣 労働貨幣 労働貨幣 勞動貨幣 勞動貨幣 勞動貨幣 劳动货币 劳动货币 
41-16 Arbeitskraft 労働力 労働力 労働力 労働力 労働力 勞動力 勞動力 劳动力 劳动力 


















413-7 Arbeitslosigkeit 失業   失業 失業   失業 失業 失业 失业 
135-5 Arbeitsmarkt 労働市場 労働市場 労働市場 労働市場   勞動市場 勞動市場 劳动市场 劳动市场 
163-11 Arbeitsmittel 労働用具 労働手段 労働手段 労働手段   勞動手段 勞動手段 劳动手段 劳动资料 
348-2 Arbeitsproduktivität        労働の生産力   労働の生産性 労働の生産性   勞動生產力 勞動的生產率 劳动生产率 劳动生产率 
161-21 Arbeitsprozeß 労働行程 労働過程 労働過程 労働過程   勞動過程 勞動過程 劳动过程 劳动过程 
207-6 Arbeitstag 労働日 労働日 労働日 労働日   勞動日 勞動日 劳动日 劳动日 
6 Normalarbeitstag 標準労働日 標準労働日 標準労働日 標準労働日   標準勞動日 標準勞動日 标准劳动日 正常工作日 
44-10 Arbeitstheilung                分業 分業 分業 分業 分業 分工 分工 分工 分工 
44-10 gesellschaftliche 
Arbeitshteilung 
社会的分業 社会的分業 社会的分業 社会的分業 社會的分業 社會分工 社會分工 社会分工 社会分工 
436-7 manufakturmäßige 













41-5 Arbeitszeit 労働時間 労働時間 労働時間 労働時間 勞動時間 勞動時間 勞動時間 劳动时间 劳动时间 
41-20 notwendige 
Arbeitszeit 


































協合関係   組合関係 協同関係   協作關係 協作關係 共同协作关系 协作关系 
298-20 Ausbeutung 搾取 搾取 搾取 搾取   榨取 剝削 剥削 剥削 
191-3 Ausbeutungsgrad              搾取程度 搾取の程度 搾取度 搾取度   榨取程度 剝削程度 剥削的程度 剥削程度 
72-24 Austausch 交換 交換 交換 交換 交換 交換 交換 交换 交换 
145-14 Gesetze des 
Warenaustauschs 
商品交換の法則 商品交換の法則 商品交換の法則 商品交換の法則   商品交換法則 商品交換法則 商品交换规律 商品交换规律 
325-35 Automat 自動機械 自動機 自動装置 自動装置   自動機 自動機 自动机 自动机 
159-11 Bankrott 破産 破産 破産 破産   破產 破產 破产 破产 
43-6 Bauer 農民 農民 農民 農民 農民 農民 農民 农民 农民 
672-4 Bauerschaft 小農階級   農民層 農民層   小農階級 農民階級 农民经济 农民 
80-37 Basis   Überbau 基礎 上部構造 土台 上層建築 土台 上層建築 土台 上部構造 基礎 上部蓋造 基礎 上層建築 基礎上層建築 基础 上层建筑 基础 上层建筑 
38-1 Bedürfnis 欲望 欲望 欲望 欲求 慾望 慾望 需要 需要 需要 
169-41  Begriff  概念 概念 概念 概念   概念 概念 概念 概念 
212-27 Bojaren ボヤール（領主） ボヤール（領主） ボヤール ボヤール   領主 領主 领主 领主 
12-37 Bourgeoisie ブルチ゛ォア ブルジョアジー ブルジョアジー ブルジョアジー 資產階級 資產階級 資產階級 资产阶级 资产阶级 
299-13 Despotismus 専制主義 専制主義 専制支配 専制   專制主義 專制主義 专制主义 专制 
664-7 Depreciation des 
Geldes 
貨幣が下落する   貨幣の価値減少 貨幣の減価   幣價下落 幣值的下降 货币贬值 货币贬值 




17-32 Dialektik 辯證法 辯證法 弁証法 弁証法 辯證法 辯證法 辯證法 辩证法 辩证法 
78-7 Distribution 分配（配分） 配分 分配（配分） 分配(配分)  分配 分配 分配 分配 分配 
37-11 Elementarform 成素形態 原基形態 原基形態 要素形態 始基形態 原素形態 原素形態 元素形式 元素形式 
130-5 Elend 窮乏 窮乏 窮乏 窮乏 窮乏 痛苦 痛苦 痛苦 贫困 
10-14 Eigentumsverhältnis
se 
所有関係 所有関係 所有諸関係 所有諸関係 所有關係 財產關係 財產關係 财产关系 财产关系 
77-34 Gemeineigentum 共有 共産制 共同所有 共同所有 共產制 共產 共有 公有制 公社所有制 
651-6 Gemeindeeigentum 共同地   共同地 共同地   共有地 共有地 共有地 公有地 
651-23 Gemeindeländereie
n 
共同地   共同地 共同地   共有地 共有地 共有地 公有地 
651-7 Staatseigentum 国有地   国有地 国有地   國有地 國有地 国有地 国有土地 
134-20 Grundeigentum 土地所有 土地所有 土地所有 土地所有   土地所有權 土地所有權 土地所有权 地产 
507-14 Einkommen 
Revenue 
収入   収入 収入（所得）   所得 所得 收入 收入 
583-33 Einkommensteuer 所得税   所得税 所得税   所得稅 所得稅 所得税 所得税 
102-13 Entäußerung 脱却 蝉脱 脱却 脱皮 脫離 蝉脱 脫棄 脱弃 转换 
388-18 Entfremdung 分離   疎外 疎外   分離 分離 分离 异化 
164-4 Erkenntnis 認識 認識 認識 認識   研究 認識 认识 认识 
196-35 Exploitation 搾取 搾取 搾取 搾取   榨取 剝削 剥削 剥削 
287-22 Extramehrwert 特別余剰価値 超過剰余価値 特別剰余価値 特別剰余価値   額外剩餘價值 額外剩餘價值 额外剩余价值 超额剩余价值 
202-3 Fabrik 工場 工場 工場 工場   工廠 工廠 工厂 工厂 
202-7 Fabrikant 工場主 工場主 工場主 工場主   工廠主 工廠主 工厂主 工厂主 
214-32 Fabrikarbeit 工場労働 工場労働 工場労働 工場労働   工廠勞動 工廠勞動 工厂劳动 工厂劳动 




214-13 Fabrikarbeiter 工場労働者 工場労働者 工場労働者 工場労働者   工廠勞動者 工廠勞動者 工厂劳动者 工厂工人 
214-14 Fabrikgesetzgebung 工場法 工場法 工場立法 工場立法   工廠法 工廠法 工厂法 工厂立法 
77-4 Familienarbeit 家族労働 家族の労働 家族労働 家族労働 家族勞動 家庭勞動 家族勞動 一家的劳动 家庭劳动 
85-15 patriarchalische 
Familie 
家父長制家族 家長制的大家族 家父長制的家族 家父長制的家族 家長制的大家
族 
族長的家庭 家長式的家族 家长制家庭 家长制家庭 
72-15 Fetischismus 魔術性 物神崇拝 物神崇拝 物神崇拝 物神崇拜 拜物教 拜物教 拜物教 拜物教 
70-26 Fetischcharakter  魔術的性質 物神崇拝 物神的価格 物神的性格 物神崇拝 拜物教性質 拜物教性質 拜物教性质 拜物教性质 
658-15 Feudalismus 封建主義   封建主義 封建主義   封建主義 封建主義 封建主义 封建主义 
223-24 Freihandel 自由貿易 自由商業 自由商業 自由商業   自由貿易 自由貿易 自由贸易 自由贸易 
268-6 Freiheit 自由 自由 自由 自由   自由 自由 自由 自由 
211-26 Fronarbeit 徭役労働 徭役労働 賦役労働 夫役労働   徭役勞動 徭役勞動 徭役劳动 徭役劳动 
40-24 Gallerte 凝結 膠質物 凝結 凝固体 膠質物 凝結 凝結物 凝结物 凝结 
38-13 Gebrauchswert 使用價値 使用価値 使用価値 使用価値 使用價值 使用價值 使用價值 使用价值 使用价值 
























38-2 Gegenstand des 
Genusses 
享楽の対象 享受の対象 享楽の対象 享受の対象 享樂的對象 享受的對象 享受的對象 享受的对象 消费品 
90-5 Geld 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 货币 货币 
92-21 Maßeinheit 尺度単位 尺度単位 度量単位 度量単位 尺標單位 尺度單位 單位 尺度单位 计量单位 
131-4 Geldakkumulation 貨幣蓄積 貨幣蓄積 貨幣蓄積 貨幣蓄積 貨幣儲藏 貨幣貯藏 貨幣貯藏 积累货币 积累货币 
94-19 Geldwert 貨幣価値 貨幣価値 貨幣価値 貨幣価値 貨幣價值 貨幣價值 貨幣價值 货币价值 货币价值 
87-19 Geldform 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 货币形态 货币形式 




673-28 Geldkapital 貨幣資本   貨幣資本 貨幣資本   貨幣資本 貨幣資本 货币资本 货币资本 
127-34 Geldkrise 金融恐慌 金融恐慌 貨幣恐慌 貨幣恐慌 金融恐慌 金融恐慌 貨幣危機 货币危机 货币危机 
135-5 Geldmarkt 金融市場 貨幣市場 貨幣市場 貨幣市場   貨幣市場 貨幣市場 货币市场 货币市场 
119-13 Geldzeichen 貨幣表章 貨幣の章標 貨幣章標 貨幣標章 貨幣的符標 貨幣的記號 貨幣的記號 货币的符号 货币符号 
155-20 Geldzirkulation 貨幣流通 貨幣流通 貨幣流通 貨幣流通   貨幣流通 貨幣流通 货币流通 货币流通 
145-12 Gleichheit 等一 平等 平等 平等   等一 均等 均等 平等 
85-16 Gemeinde 村落共産社会 共産体 共同体 共同体 共同團體 共產團體 共同體 公社 公社 
85-17 Gemeinwesen 共同体 共同団体 共同体 共同体 共同團體 共產體 共同體 公社 共同体 
294-20 Gesammtarbeiter 総労働者 総労働者 全体労働者 全体労働者   總勞動者 總勞動者 集体劳动者 总体劳动者 
294-7 Gesammtprodukt 総生産物 総生産物 全体生産物 総生産物   總生產物 總生產物 总产品 总产品 
59-34 Gesellschaftsform 社会形態 社会的な形態 社会諸形態 社会形態 社會諸形態 社會形態 社會形態 社会形态 社会形式 
80-38 gesellschaftliche 
Bewußtseinsformen 
社会的意識形態 社会的意識諸形態 社会的な意識諸形態 社会的意識形態 社會的意識諸
形態 
社會意識形態 社會意識形態 社会意识形态 社会意识形式 
169-11 gesellschaftlicher 
Fortschritt 





ブルジョア社会 ブルジョア社会 ブルジョア社会 資產階級的社
會 
資產階級社會 資產階級社會 资产阶级社会 资产阶级社会 
17-40 kapitalistische 
Gesellschaft 
資本制社会 資本家社会 資本主義社会 資本主義社会 資產階級社會 資本主義社會 資本主義社會 资本主义社会 资本主义社会 
74-29 Gesetz 法則 法則 法則 法則 法則 法則 法則 规律 定律，规律 
82-12 Gewalt 強力 強力 暴力 暴力 強力 強力 強力 强力 强力 
496-33 Gewerkschaftschaft                 労働組合   労働組合 労働組合   工會 工會 工会 工联 




126-5 Gläubiger Schuldner 債権者 債務者 債権者 債務者 債権者 債務者 債権者 債務者 債權人 債務人 債權者 債務者 債權者 債務者 债权人 债务人 债权人 债务人 
58-28 Gold 金 金 金 金 金 金 金 金 金  
651-21 große 
Grundeigentümer 
大地主   大土地所有者 大土地所有者   大地主 大地主 大地主 大土地所有者 
650-40 Großgrundbesitz 大地主   大土地所有者 大土地所有者   大地主 大地主 大地主 大土地所有者 
650-27 Grundaristokratie 土地貴族   土地貴族 土地貴族   土地貴族 土地貴族 土地贵族 土地贵族 
650-3 Grundeigentum 土地所有 土地所有 土地所有 土地所有   土地所有權 土地所有權 土地所有权 地产 
130-8 Grundrente(Rente) 地代 地代 地代 地代 地租 地租 地租 地租 地租 
425-32 Handarbeiter 手工業者   手労働者 手労働者   手工業者 手工勞動者 手工业者 手工劳动者 
132-5 Handelsbilanz 貿易の差額 貿易の差額 貿易差額 貿易差額（貿易収
支） 
貿易的差額 貿易差額 貿易差額 贸易差额 贸易差额 
505-31 Handelsgewinn 商業利得   商業利得 商業利得   商業利益 商業利潤 商业利润 商业利润 
138-36 Handelskapital 商業資本 商業資本 商業資本 商業資本   商業資本 商業資本 商业资本 商业资本 
130-13 auswärtiger Handel 外国貿易 外国貿易 対外商業 対外貿易 對外貿易 國外貿易 國外貿易 对外贸易 对外贸易 
315-20 Handwerk 手工業 手工業 手工業 手工業   手工業 手工業 手工业 手工业 
166-12 Halbfabrikat 半製品 半製品 半製品 段階製品［中間製
品］ 
  半製品 半製品 半制品 半成品 
269-16 Hausarbeit 家内労働 家内労働 家内労働 家内労働   家內勞動 家內勞動 家庭劳动 家庭劳动 
686-12 Ideologie 観念   イデオロギー イデオロギー   觀念 觀念 观念 观念 
165-12 extraktive Industrie 抽出的産業 採取産業 採取産業 採取産業   採掘產業 採掘產業 开采工业 采掘工业 
406-20 große Industrie 大工業   大工業 大工業   大工業 大工業 大工业 大工业 
165-15 Industriezweige 産業部門 産業部門 産業部門 産業部門   產業部門 產業部門 产业部门 产业部门 






産業革命   産業革命 産業革命   產業革命 產業革命 产业革命 工业革命 
378-34 Ingenieuer 技師   技師 技師   技師 技師 技师 工程师 
77-1 patriarchalische 
Industrie 
家父長制の産業 族長的な産業 家父長制的な勤労 家父長的勤労 族長的產業 家長式產業 家長制產業 家长制产业 家长制生产 
214-2 Jobagie 臨時徭役 ジョバギー ヨバギー ヨバギー   臨時徭役 約伯基 约伯基 Jobagie 
29-5 Kapital 資本 資本 資本 資本 資本 資本 資本 资本 资本 
277-17 gesellschaftliches 
Gesamtkapital 
社会的総資本 社会的総資本 社会的総資本 社会的総資本   社會總資本 社會總資本 社会总资本 社会总资本 
671-2 industrielles Kapital 産業資本   産業資本 産業資本   產業資本 產業資本 产业资本 工业资本 
189-13 konstantes Kapital  不変資本 不変資本 不変資本 不変資本   不變資本 不變資本 不变资本 不变资本 
189-19 variables Kapital 可変資本 可変資本 可変資本 可変資本   可變資本 可變資本 可变资本 可变资本 
142-27 zinstragendes 
Kapital 
利子附資本 利附資本 利子生み資本 利子生み資本   生息資本 生息資本 生息资本 生息资本 
150-3 Wucherkapital 高利貸附資本 高利貸資本 高利貸資本 高利資本   高利貸資本 高利貸資本 高利贷资本 高利贷资本 
515-9 fixe Kapital 固定資本   固定資本 固定資本   固定資本 固定資本 固定资本 固定资本 
515-9 zirkulierende Kapital 流通資本   流動資本 流動資本   流動資本 流動資本 流动资本 流动资本 
269-28 Kapitalistenklasse 資本家階級 資本家階級 資本家階級 資本家階級   資本階級 資本家階級 资本家阶级 资本家阶级 
534-6 industrieller 
Kapitalist 
産業資本家   産業資本家 産業資本家   產業資本家 產業資本家 產業資本家 工业资本家 
230-26 Kapitalvorschuß 資本前貸 資本放下 資本投下 資本前貸し   資本墊支 資本墊支 投资 预付资本 
142-22 Kaufmannskapital 商業資本 商人資本 商人資本 商人資本   商人資本 商業資本 商业资本 商人资本 
270-37 Kinderarbeit 児童労働 児童労働 児童労働 児童労働   兒童勞動 兒童勞動 儿童劳动 儿童…做工 






階級対立 階級対立 階級敵対 階級的敵対   階級對立 階級的對抗 阶级对抗 阶级对抗 
12-25 Klassenkampf 階級闘争 階級闘争 階級闘争 階級闘争 階級鬥爭 階級鬥爭 階級鬥爭 阶级斗争 阶级斗争 





666-6 Arbeiterkoalitionen 労働者集団   労働者団結 労働者団結   勞動者組合 勞動者集會 工人集会 工人结社 
345-9 Kolnialmärkte 植民市場   植民地市場 殖民市場   殖民地市場 殖民地市場 殖民地市场 殖民地市场 
691-4 Kolonien 植民地   植民地 殖民地   殖民地 殖民地 殖民地 殖民地 
685-23 Kolonisationstheorie 植民説   植民論 植民理論   殖民學說 殖民學說 殖民学说 殖民理论 
660-29 Korporation 自治体   団体 団地   自治團體 自治團體 公会 社团 
453-8 Kooperativfabriken 共同組合工場   協同組合的な工場 協同組合工場   合作工廠 合作工廠 合作工厂 合作工厂 
276-15 Kombination 結合 連結 結合 結合   結合 結合 结合 结合 
394-1 Kompensationstheor
ie 
補償説   補償説 補償説   補償的學說 賠償的學說 赔偿的学说 补偿的理论 
318-9 Kommunikationsmitt
el 
交通機関 交通機関 交通手段 交通手段   交通機關 交通工具 交通工具 交通工具 
243-11 freie Konkurrenz 自由競争 自由競争 自由競争 自由競争   自由競爭 自由競爭 自由竞争 自由竞争 
98-28 Konsumtion 消費 消費 消費 消費 消費 消費 消費 消费 消费 
507-15 Konsumtionsfonds 消費基金   消費元金 消費元金   消費基金 消費基金 消费基金 消费基金 
511-32 Konsumtionsmittel 享楽   享楽手段 消費手段   享樂的手段 享受的手段 享受的手段 消费品 
452-32 Konzentration des 
Kapitals 
資本の集積   資本の集積 資本の集中   資本之累積 資本的集中 资本的集中 资本的积聚 
290-2 Kooperation 協業 協業 協業 協業   合作 協作 协作 协作 




678-2 Kreditgeld 信用貨幣   信用貨幣 信用貨幣   信用貨幣 信用貨幣 信用货币 信用货币 
107-3 Krise 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 危機 危机 危机 
114-29 Handelskrise 商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業危機 商业危机 商业危机 
114-29 Produktionskrise 生産上の恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生產恐慌 生產恐慌 生產危機 生产危机 生产危机 
606-2 Landarbeiter 農業労働者    農村労働者  農村労働者   農業勞動者 農業勞動者 农村劳动者 农业工人 
651-33 Landvolk 農民   農村民 農村民   農民 農民 农村的人民 农村居民 
126-7 Lebensbedingungen 生活条件 生活諸条件 生活諸条件 生活諸条件 生活諸條件 生活條件 生活條件 生活条件 生活条件 
38-2 Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活手段 生活手段 生活手段 生活資料 生活資料 生活资料 生活资料 
86-24 Lebensweise 生活様式 生活の仕方 生活様式 生活様式 生活方法 生活方式 生活方式 生活方式 生活方式 
245-31 Lehrlinge 徒弟 徒弟 徒弟 徒弟   徒弟 徒弟 徒工 学徒 
212-2 Leibeigenschaft 農奴制度 農奴制 農奴制 農奴制   農奴制度 農奴制度 农奴制度 农奴制 
48-31 Lohnarbeiter 賃銀労働者 賃労働者 賃労働者 賃銀労働者 僱用勞動者 工資勞動者 工資勞動者 工资雇佣劳动
者 
雇佣工人 
400-27 Luxusproduktion 奢侈品の生産   奢侈品生産 奢侈品生産   奢侈品的生產 奢侈品的生產 奢侈品的生产 奢侈品的生产 
24-37 Macht 権力 権力 力 力   權力 權力 权力 实力 





  製造業 手工製造業 手工制造业 工厂手工业 
166-37 Maschine 機械 機械 機械 機械   機械 機器 机器 机器 
573-18 Maschinerie 機械   機械 機械   機械 機器 机器 机器 
334-45 Materialismus 唯物論   唯物論 唯物論   唯物論 唯物論 唯物主义 唯物主义 
209-6 Mehrarbeit 余剰労働 剰余労働 剰余労働 剰余労働   剩餘勞動 剩餘勞動 剩余劳动 剩余劳动 
207-31 Mehrarbeitszeit 余剰労働時間 剰余労働時間 剰余労働時間 剰余労働時間   剩餘勞動時間 剩餘勞動時間 剩余劳动时间 剩余劳动时间 




206-9 Mehrprodukt 余剰生産物 剰余生産物 剰余生産物 剰余生産物   剩餘生產物 剩餘生產物 剩余产品 剩余产品 
286-31 Mehrwert 余剰価値 剰余価値 剰余価値 剰余価値   剩餘價值 剩餘價值 剩余价值 剩余价值 
225-18 Meister 業者 親方 親方 親方   業者 業者 老板 老板 
62-19 Metamorphose 変形 変態 姿態変換 変態 變形 形態變化 形態變化 形态变化 形态变化 
161-19 absoluter Mehrwert 絶対的余剰価値 絶対的剰余価値 絶対的剰余価値 絶対的剰余価値   絕對剩餘價值 絕對剩餘價值 绝对剩余价值 绝对剩余价值 
287-21 relativer Mehrwert 相対的余剰価値 相対的剰余価値 相対的剰余価値 相対的剰余価値   相對剩餘價值 相對剩餘價值 相对剩余价值 相对剩余价值 
273-14 Mehrwertmasse                     余剰価値量 剰余価値量 剰余価値量 剰余価値総量   剩餘價值量 剩餘價值量 剩余价值量 剩余价值量 
191-2 Mehrwertrate                         余剰価値の率 剰余価値率 剰余価値率 剰余価値率   剩餘價值率 剩餘價值率 剩余价值率 剩余价值率 
132-5 Mekantilismus マーカンチリズム マーカンティズム 重商主義 重商主義 重商主義 重商主義 重商主義 重商主义 重商主义 
71-4 Metaphysik 形而上学 形而上学 形而上学 形而上学 形而上學 形上學 形而上學 形而上学 形而上学 
9-22 Mittelklasse 中等階級 中産階級 中間階級 中間階級 中產階級 中等階級 中等階級 中等阶级 中产阶级 
381-18 Monopol 独占 独占 独占 独占   獨佔 獨佔權 独占权 垄断 
211-9 Monopol der 
Produktionsmittel 






684-36 Kapitalmonopol 資本独占   資本独占 資本の独占   資本的獨占 資本獨佔 资本垄断 资本垄断 
280-13 Nachtarbeit 夜間作業 夜間労働 夜間労働 夜間労働   夜工 夜工 夜工 夜工 
685-9 Negation der 
Negation 
否定の否定   否定の否定 否定の否定   否定之否定 否定之否定 否定的否定 否定的否定 
87-41 Nationen 諸国民 種々なる国民 種々の国民 さまざまな国民 種種國民 諸國 諸國 各国 国家 
162-4 Naturkräfte 自然力 自然力 自然力 自然力   自然力 自然力 自然力 自然力 
165-18 Naturprodukt 天然の産品 自然の産物 自然の産物 自然の産物   自然生產物 自然生產物 自然产物 自然的产物 
278-19 Naturwissenschaft 自然科学 自然科学 自然科学 自由科学   自然科學 自然科學 自然科学 自由科学 




127-2 Obligationen 債務 債務 債務 債務 債務 債務 債務 债务 债务 
593-26 Parlament 議会   議会 議会   議會 國會 国会 议会 
118-5 Papiergeld 紙幣 紙幣 紙券 紙幣 紙幣 紙幣 纸币 纸币 纸币 
474-12 Pauperismus 被救恤的窮乏   被救恤的窮民 大衆の貧窮   貧困 待救恤貧困 救济的赤贫 救济的赤贫 
83-3 Personifikation 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 
458-1 Physiokrat フィジオクラット   重農主義者 重農主義者   重農學派 重農學派 重农主义者 重农学派 
10-6 Politische Ökonomie 経済学 経済学 経済学 経済学 經濟學 經濟學 政治經濟學 政治经济学 政治经济学 
95-15 Preis 価格 価格 価格 価格 價格 價格 價格 价格 价格 
62-19 Preisform 價格形態 価格形態 価格形態 価格形態 價格形態 價格形態 價格形態 价格形态 价格形式 
110-23 Preiswechsel 価格変動 価格の変動 価格変動 価格変動 價格的變動 價格變動 價格變動 价格变动 价格变化 
152-37 Durchschnittspreis 平均価格 平均価格 平均価格 平均価格   平均價格 平均價格 平均价格 平均价格 
685-3 Privateigentum 私有   私的財産 私的所有   私有制 私有制 私有制 私有制 
41-28 Produkt 生産物 生産物 生産物 生産物 生產物 生產物 生產物 产品 产品 
6 Produktenwert 生産物価値 生産物価値 生産物価値 生産物価値   生產物價值 生產物價值 产品价值 产品价值 
100-6 Produktenaustausch 生産物交換 生産物交換 諸生産物の交換 生産物交換 生產物交換 生產物的交換 生產物的交換 产品交换 产品交换 
684-21 kapitalistische 
Produktion 
資本制生産 資本家的生産 資本制的生産 資本主義的生産   資本主義生產 資本主義生產 资本主义生产 资本主义生产 
101-13 Produktionsbedingu
ngen 
生産条件 生産諸条件 生産諸条件 生産諸条件 生產諸條件 生產條件 生產條件 生产条件 生产条件 
482-13 Produktionskosten 生産費   生産費 生産費   生產費 生產成本 生产费用 生产费用 
545-28 Produktionsmittel 生産機関   生産手段 生産手段   生産手段 生產資料 生产资料 生产资料 
77-18 gemeinschaftliche 
Produktionsmittel 












78-36 Produktionsprozeß 生産行程 生産過程 生産過程 生産過程 生產過程 生產過程 生產過程 生产过程 生产过程 
154-15 Produktionszeit 生産時間 生産時間 生産時間 生産時間   生產時間 生產時間 生产时间 生产时间 
684-35 kapitalistischer   
Produktionsprozeß 












生産関係 生産関係 生産関係 生産関係 生產關係 生產關係 生產關係 生产关系 生产关系 





















75-27 Produktionsformen 生産諸形態 生産諸形態 生産諸形態 生産諸形態 生產諸形態 生產形態 生產形態 生产形态 生产形式 

















42-34 Produktivkraft 生産力 生産力 生産力 生産力 生產力 生產力 生產力 生产力 生产力 
505-30 Profit 利潤 利潤 利潤率 利潤   利潤 利潤 利润 利润 
217-15 Extraprofit 利潤 超過利潤 特別利潤 超過利潤（特別利
潤） 
  額外的利潤 額外利潤 额外利润 额外利润 
469-36 Profitrate 利潤率   利潤率 利潤率   利潤率 利潤率 利润率 利润率 
651-33 Proletariat プロレタリア   プロレタリアート プロレタリアー
ト 
  無產者 無產者 无产者 无产阶级 




  流蕩無產階級 流氓無產階級 流氓无产者 流氓无产阶级 
78-14 Protestantismus プロテスタント教 新教 新教 プロテスタント 新教 布洛推斯坦教 布洛推斯坦教 布洛推斯坦教 新教 




677-32 Privilegien 特権   特権 特権   特權 特權 特权 特权 
82-18 Rechtsverhältniß 権利関係 法律関係 法的関係 法的関係 法律關係 權利關係 權利關係 权利关系 法权关系 
548-18 Reichtum 富   富 富   財富 財富 财富 财富 
277-29  Reproduktion 再生産 再生産 再生産 再生産   再生產 再生產 再生产 再生产 
506-20  einfache 
Reproduktion 
単純なる再生産   単純再生産 単純再生産   單純再生產 簡單再生產 简单再生产 简单再生产 
578-20 industrielle 
Reservearmee 
産業予備軍   產業豫備軍 産業予備軍   產業豫備軍 產業後備軍 产业后备军 产业后备军 
133-6 Reservefonds 準備金 準備金 準備金 準備金 準備金 準備基金 準備基金 准备基金 准备金 
558-14 Rohmaterial 原料   原料 原料   原料 原料 原料 原料 
432-13 Saison-arbeit 季節労働   季節労働 季節労働   季節勞動 季節勞動 季节劳动 季节性劳动 
120-25 Schatzbildung 貨幣の退蔵 貨幣蓄蔵 貨幣蓄藏 蓄蔵貨幣の形成 儲藏手段 貯藏 貨幣貯藏 货币贮藏 货币贮藏 
650-29 Schutzzölle 保護税   保護関税 保護関税   保護稅 保護稅 保护关税 保护关税 
212-2 Sklaverei 奴隷制度 奴隷制 奴隷制 奴隷制   奴隸制度 奴隸制度 奴隶制度 奴隶制 
240-17 Sklavenhandel 奴隷貿易 奴隷貿易 奴隷貿易 奴隷貿易   奴隸貿易 奴隸貿易 奴隶贸易 奴隶贸易 





















504-17 Staat 国家   国家 国家   國家 國家 国家 国家 
674-15 Staatsschuldensyste
m 
国債制度   国債制度 国債制度   國債制度 國債制度 国债制度 国债制度 












130-1 Steuern 租税 租税 租税 租税 租稅 稅賦 租稅 赋税 赋税 
674-15 Steuersystem 租税制度   租税制度 租税制度   賦稅制度 課稅制度 课税制度 税收制度 
105-30 Stoffwechsel 代謝機能 物質代謝 質料変換 素材変換 質料代謝 代謝機能 物質變換 物质变换 物质变换 
410-17 Streik 罷工   ストライキ ストライキ   罷工 罷工 罢工 罢工 
39-2 Tauschwert 交換價値 交換価値 交換価値 交換価値 交換價值 交換價值 交換價值 交换价值 交换价值 
7-28 Terminologie 術語 用語 術語 術語 用語 欠訳 名詞 名词 术语 
563-39 Trusts トラスト   トラスト トラスト   托拉斯 托拉斯 托拉斯 托拉斯 
211-23 Überarbeit 過度の労働 過剰労働 過度労働 過度労働   過度勞動 過度勞動 过度劳动 过度劳动 
527-28 Überproduktion 過剰生産   過剰生産 過剰生産   過剩生產 過剩生產 生产过剩 生产过剩 
578-34 Übervölkerung 過剰人口   過剰人口 過剰人口   過剩人口 過剩人口 过剩人口 过剩人口 
107-9 Umlauf 通用 通流 通流 通流 流轉 通流 通流 通流 流通 
488-20 Unterbeschäftigung 就職の減少   過少就職 過少就職   勞動者沒有充分
工作 
就業不足 就业不足 就业不足 
560-12 ursprüngliche 
Akkumulation 





労働の体化物 労働の物質化 労働の体化物   勞動體化物 勞動的體化物 劳动的体化物 劳动的化身 
684-14 Vergesellschaftung 社会化   社会化 社会化   社會化 社會化 社会化 社会化 
106-39 Versachlichung der 
Personen 
人格の物化 人格の物化 人格の物象化 人格の物化 人格的物件化 人格的物化 人格的物化 人的物化 人格的物化 
533-6 Verschwendung 濫費   贅澤 浪費   濫費 濫費 濫費 大肆挥霍 
161-21 Verwertungsprozeß 価値増殖過程 価値増殖過程 価値増殖過程 価値増殖過程   價值增殖過程 價值增殖過程 价值增殖过程 价值增殖过程 
211-25 Völker 民族 諸国民 諸民族 諸民族   民族 民族 民族 民族 




78-19 Handelsvölker 商業民族 商業民族 商業民族 商業民族   商人 商人 商业民族 商业民族 
651-14 Volksland 共同地   人民共有地 人民共有地   共有地 民眾土地 人民土地 人民土地 



















86-22 Nomadenvölker 遊牧民 遊牧民 遊牧諸民族 遊牧諸民族 遊牧民族 遊牧民 遊牧民族 游牧民族 游牧民族 
277-4 Vulgärökonomie 俗学的経済学 俗流経済学 俗流経済学 俗流経済学   庸俗經濟學 庸俗經濟學 庸俗经济学 庸俗经济学 
37-6 Ware 商品 商品 商品 商品 商品 商品 商品 商品 商品 
44-5 Warenkörper 商品體 商品體 商品體 商品体 商品體質 商品體 商品體 商品体 商品体 
82-36  Warenproduktion 商品生産 商品生産 商品生産 商品生産 商品生產 商品生產 商品生產 商品生产 商品生产 
37-10 Warensammlung 商品集積 商品の集大成 商品集聚 商品の集まり 商品集成 商品堆積 商品堆積 商品堆积 商品堆积 
90-5 Warenzirkulation 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 
81～5 Wechselkurs 為替相場 為替相場 為替相場     匯兌率 匯兌率 汇兑率 汇率 
134-12 Welthandel 世界商業 世界商業 世界商業 世界商業   世界商業 世界商業 世界商业 世界贸易 
134-12 Weltmarkt 世界市場 世界市場 世界市場 世界市場   世界市場 世界市場 世界市场 世界市场 
95-15 Wert 価値 価値 価値 価値 價值 價值 價值 价值 价值 
62-27 Wertausdruck 價値表章 価値表現 価値表現 価値表現 價值表現 價值表現 價值表現 价值表现 价值表现 
52-1 Wertabstraktion 價値抽象 価値としての抽象 価値抽象 価値抽象 價值捨象物 價值抽象 價值抽象 价值抽象 价值抽象 
49-8 Wertgegenständlich
keit 
價値対象性 価値対象性 価値対象性 価値対象性 價值對象性 價值對象性 價值對象性 价值 价值对象性 
53-9 Wertkörper 價値物體 価値体 価値体 価値体 價值體質 價值體 價值體 价值体 价值体 
54-19 Wertsubstanz 價値実體 価値実体 価値実体 価値の実体 價值實體 價值實體 價值實體 价值实体 价值实体 
49-1 Wertform 價値形態 価値形態 価値形態 価値形態 價值形態 價值形態 價值形態 价值形态 价值形式 




170-22 Wertgesetz 価値法則 価値法則 価値法則 価値法則   價值法則 價值法則 价值规律 价值规律 
56-23 Wertgröße 價値の大小 価値の大きさ 価値の大きさ 価値の大きさ 價值的大小 價值量 價值量 价值量 价值量 
94-34 Wertmaß 価値尺度 価値の尺度 価値尺度 価値尺度 價值尺標 價值尺度 價值尺度 价值尺度 价值尺度 
192-11 Wertprodukt 価値生産物 価値生産高 価値生産物 価値生産物   價值生產物 價值生產物 价值产物 价值产品 
119-17 Wertzeichen 価値表章 価値章標 価値章標 価値章標 價值符標 價值記號 價值記號 价值的符号 价值符号 
98-20 Widerspruch 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 
201-29 Wissenschaft 科学 科学 科学 科学   科學 科學 科学 科学 
649-4 Yeomanry ヨーマン階級   ヨーマンリー     小農 小農 小农 自耕农 
155-14 Zahlungsmittel 支払用具 支払い手段 支払手段 支払手段   支付手段 支付手段 支付手段 支付手段 
206-5 Zehnstundengesetz 十時間労働案 十時間法案 十時間法案 十時間法   十小時法 十小時法律 十小时的法律 十小时法律 
684-21 Zentralisation des 
Kapital 
資本の集中   資本の集中 資本の集中   資本的集中 資本的集中 资本的集中 资本的集中 
505-31 Zins 利子   利子 利子   利息 利息 利息 利息 
127-1 Zirkulationsprozeß 流通行程 流通過程 流通過程 流通過程 流通進程 流通過程 流通過程 流通过程 流通过程 
306-10 Zünfte ツンフト 同業組合 同職組合 同職組合   基爾特制度 行會制度 行会制度 行会 
559-7 Zusammensetzung 
des Kapitalwert 
資本の素材的成分   資本価値の構成 資本価値の構成   資本價值的構成 資本價值構成 资本价值构成 资本价值构成 
355-11 Zwangsarbeit 強制労働   強制労働 強制労働   強制勞動 強制勞動 强迫劳动 强制劳动 
43-15 Zwieschlächtiges 二重もの 二者闘争物 二者闘争的なもの 二面的なもの 二者鬥爭物 二重物 二重物 二重物 二重的东西 
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第 6 章 建国後『資本論』の翻訳 
 1953～1956 年に，1938 年版の『資本論』全訳に対する第 1 次改訂版全 3 巻が人民出版
社から出版された。この改訂版では，郭は独自に初版を全面的に改訂し，誤植の訂正や特定
の名詞を改訳したほか，難解な段落を改訳した。1960 年代に，郭はロシア語版『マルクス・
エンゲルス全集』第 2 版（第 23～25 巻）に基づき，英語版を参照しながら，1953 年版の






作集』（Marx Engels Werke）の第 23～25 巻に依拠し，ロシア語版を参照して翻訳を行い，
1972～1975 年に『資本論』全三巻の中国語訳を刊行した119。中央編訳局は翻訳を作成した
際に，郭・王訳の成果を吸収しながら，改訂を行ったという120。その 30 年後，2004 年に
編訳局は『資本論』全三巻の新訳を人民出版社より出版したが，MEGAⅡ-10（1991）を底
本にして第 1 巻だけを改訳し，第 2 巻と第 3 巻は Werke 第 24 巻と 25 巻に基づき，1970
年代の訳文を改訂した121。 
 本章では，第 5 章の研究に基づき，以下の問題を取り上げる。 
第 1 に，建国後郭による 2 回の改訂における術語の改訳を検討し，「脱日本語」の傾向を




                                                     
119中共中央馬克斯恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（1972~1975）『資本論』（全 3 巻）人民出版社。以下，
この翻訳を編訳局訳と略記する。 
120周によれば，「我々は第 1 巻を翻訳・校正したとき，一字一語順を追って 1963 年の郭訳文と照合し，
新訳には郭訳と違う箇所があれば，繰り返して検討した…第 2 巻と第 3 巻の場合は直接に郭訳文を基礎に
して校正を行った」。周亮勛（1983）「馬克思的『資本論』和経済学手稿的訳校経過和体会」『馬克思恩格
思著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民出版社。 






















訂第 2 版 
520-16 Ausbeutung 搾取   搾取 榨取 剝削 剥削 
107-3 Krise 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 危機 危机 
41-28 Produkt 生産物 生産物 生産物 生產物 生產物 产品 
327-16 Handarbeit 筋肉労働   手の労働 筋肉勞動 筋肉勞動 体力劳动 
457-4 Kopfarbeit 頭の労働   頭の労働 頭的勞動 頭的勞動 头的劳动 
327-16 Verstandesarbeit 知識労働   頭の労働 理智勞動 理智勞動 脑力劳动 
355-11 Zwangsarbeit 強制労働   強制労働 強制勞動 強制勞動 强迫劳动 
269-16 Hausarbeit 家内労働   家内労働 家內勞動 家內勞動 家庭劳动 
267-3 Arbeiterklasse 労働者階級   労働者階級 勞動階級 工人階級 工人阶级 
142-22 Kaufmannskapital 商業資本 商人資本 商人資本 商人資本 商業資本 商业资本 
584-3 Akkumulation 蓄積   蓄積 蓄積 積累 积累 
452-32 Konzentration 集積   集積 累積 集中 集中 









Ⅱ Gemeinde，Gemeinwesen と Kommune の翻訳 















第 1 次 
郭・王訳




































































前掲一覧表から明白なように，1938 年に出版された初版で，郭と王は Gemeinwesen を
「共産体・共同体・共同社会」， Gemeinde を「共同社会・共産団体・共産体」などと訳
出し，翻訳術語を統一する余裕がなかった。1953 年の第 1 次改訂に当たって，郭は
Gemeinwesen と Gemeinde を日本語訳の「共同体」に統一した。しかし，1963 年の第 2













 次に，編訳局訳（1972～75）とその新訳（2004）における Gemeinwesen と Gemeinde
の翻訳の具体例を検討しよう。 
 
Solch ein Verhältnis wechselseitiger Fremdheit existiert jedoch nicht für die Glieder eines 
naturwüchsigen Gemeinwesens habe es nun die Form einer partiarchalischen Familie, 
einer altindischen Gemeinde, eins Inkastaates usw.                                                      





                        （新日本出版社，1997，S.149） 
 






ず，両者を同一視している箇所も見受けられる。例えば，第 12 章の次の引用文， 
 
Jene uraltertünlichen, kleinen indischen Gemeinwesen zum Beispiel, die zum Teil 
noch fortexistieren, beruhen auf gemeinschaftlichem Besitz des Grund und Bodens, auf 




unmittelbarer Verbindung von Agrikultur und Handwerk und auf einer festen Teilung der 
Arbeiter, die bei Anlage neuer Gemeinwesen als gegebener Plan und Grundriß dient.   
 （MEGAⅡ-10 1991, S.322) 
たとえば，部分的にはいまなお存続しているあの太古的な小さいインド的共同体（Jene 
uraltertünlichen, kleinen indischen Gemeinwesen）は，土地の共同所有と，農業と手
工業との直接的結合と，固定的分業とを基礎としており，この固定的分業は，新たな共同
体がつくられるさいに与えられた計画や見取図として役立つ。 
                        （新日本出版社，1997，S.619） 
 
 ここで uraltertünlichen, kleinen indischen Gemeinwesen（複数形）と第 2 章例文の
altindische Gemeinde は同じく「古インド的共同体」を意味し，マルクスは両者を区別し









                                                  （編訳局新訳 2004，S.413） 
 
『資本論』第 1 巻の本文テキストに Gemeinwesen が 20 箇所存在し，そのうち，
Gemeinde として読まれるものは 7 箇所である。編訳局訳（1972）は，Gemeinde を「公
                                                     



































                                                     
125 例えば，第 12 章では，諸共同体の統合体を意味する Gemeinwesen が公社（編訳局訳 1973）から
共同体（編訳局新訳 2004）へ訳し直された。編訳局訳（1973），S.390．編訳局新訳（2004），S.408． 





日本語では Commune de Paris が最初から片仮名の固有名詞「パリ・コミューン」と表
示されたため，1920 年代後半に，中国の革命家や知識人が Commune を翻訳するに際し
て，借用できる日本語がなく，厳復のように古典に求めるほかはなかった。それを『史
記』の地方行政機関を意味する「公社」にあてたのではないか，と推測される。 
フランス語の Commune に対応するドイツ語は Gemeinwesen だ，とエンゲルスはアウ
グスト・ベーベル宛の書簡に記している128。先にも見たように，マルクスは『資本論』で
Gemeinde と Gemeinwesen を厳密に区分することなく用いているのであり，郭が 1953 年
の第 1 次改訂で行った「共同体」という翻訳術語への統一を，1963 年に抜本的に改め， 







社」は中国農村地方の主な生産拠点であった。郭大力が第 2 次改訂を行った 1960 年代前
半は，まさに「人民公社運動」の最盛期であった。「人民公社」時期における『資本論』






イツ語です。」「エンゲルスからアウグスト・ベーベル（在ツヴィカウ）へ」（1875 年 3 月 18-28 日），大月
書店第 34 巻所収，S.109-110． 
129 「公社」はすでに 1930 年代初めに，Commune の翻訳術語として社会科学文献に出現している。例
えば，『近世社会思想史大綱』では，張資平が第 3 篇第 4 章のタイトル「二月六月革命及び巴里コミュー
ン」を「二月六月革命及巴黎公社」と翻訳した。小泉信三著張資平譯（1931．04）『近世社会思想史大
綱』，上海大東書店，参照。1930 年代後半初版を翻訳した際，郭大力と共訳者の王亜南はこの「公社」と



















Ⅲ Arbeiter の翻訳と改訂 
3-1．編訳局による Arbeiter の改訂 
編訳局訳（1972）は郭・王訳に基づく改訳であるが，翻訳グループの内部で十分に議論
したうえで一部術語を改訂したという。この改訂の顕著な事例は，Gemeinwesen と
Gemeinde のほかに，Arbeiter の改訳がある。中国語訳における Arbeiter の改訳過程を検
討するために，筆者は Arbeiterklasse を除き，日中両国の代表的な版本から，『資本論』第
1 巻第 8 章に出現した全ての Arbeiter や～arbeiter と関連する翻訳術語を抽出して下記の
通り一覧表に整理した。 
 
8 Kapital  Der Arbeitstag における Arbeiter と～arbeiter の翻訳術語 















第 2 版 
編訳
局訳 
労働者・労働 105 109 119 118 68 63 50 4 
工人・男工・女工 9 10 0 0 46 54 68 115 
その他 5 0 0 1 3 0 0 0 




第 8 章の「労働日」には，Arbeiter と～arbeiter に関連する術語が総計 119 語存在し，
日本語訳では殆どすべてが「労働者」と訳出されている。1938 年に出版された郭・王
訳の初版では，「労働者」と「工人」が混在しているが，「労働者」が主流であった。しか
し，1953 年の修訂第 1 版と 1963 年の修訂第 2 版では，「労働者」が徐々に減少し，「工
人」が増大する傾向をこの一覧から看取できる。1972 年の編訳局訳では，「Arbeiter」が
「労働者」から「工人」へ統一され，「労働者」の翻訳が 4 箇所しか見られなくなった。 
第 8 章「労働日」は主に工場労働者の労働時間を論じる章であるが，農業労働者の翻訳
について，中国語訳ではどのような改訳経過がみられるのであろうか。次に筆者は第 23
章の一節「e 大ブリテンの農業プロレタリアート」における Arbeiter と～arbeiter に関連
する訳語を考察する。 
 














訂第 2 版 
編訳局訳 
労働者 63 64 64 62 64 63 2 
工人 0 0 0 0 1 1 63 
その他 2 1 1 3 0 1 0 







か，変更はなかった。ところが，1972 年の編訳局新訳では，一転して Arbeiter に関する術
語がほとんど「労働者」から「工人」へ改訳されている。 
 

















訂第 2 版 
編訳局訳 
農業労働者 19 0 0 18 7 2 1 
農村労働者 15 35 35 13 27 33 0 
農業工人 0 0 0 0 0 0 34 
欠訳など 1 0 0 4 1 0 0 
合計 35 35 35 35 35 35 35 
 





残りの 34 箇所がすべて郭・王訳の「農村労働者」から「農業工人」へ改訂された。 
Arbeiterklasse 訳語の改訂も大抵同様の経過である。郭・王訳の初版では，高畠訳から
の影響で「労働階級」や「労働者階級」へ訳出されている。第 1 次改訂では，「工人階
級」への改訳が目立ち，第 2 次修訂では，Arbeiterklasse が「工人階級」に統一された。
編訳局の翻訳では，郭による第 2 次改訂がそのまま受け継がれている。 
 
3-2．Arbeiter に関する中央編訳局の翻訳区分 










 Sobald dieser Umwandlungsprozeß nach Tiefe und Umfang die alte Gesellschaft 
hinreichend zersetzt hat, sobald die Arbeiter in Proletarier, ihre Arbeitsbedingungen in 
Kapital verwandelt sind, sobald die kapitalistische Produktionsweise auf eignen Füßen 
steht, gewinnt die weitere Vergesellschaftung der Arbeit und weitere Verwandlung der Erde 
und andrer Produktionsmittel in gesellschaftlich ausgebeutete, also gemeinschaftliche 
Produktionsmittel, daher die weitere Expropriation der Privateigentümer, eine neue Form. 
Was jetzt zu expropriieren, ist nicht länger der selbstwirtschaftende Arbeiter, sondern der 
viele Arbeiter exploitierende Kapitalist. 









































在した Arbeiter はどのように翻訳されているのであろうか。例えば，第 8 章では， 
 
Der Sklavenhalter kauft seinen Arbeiter, wie er sein Pferd kauft.  
(MEGAⅡ-10 1991, S.239) 
奴隷所収者は，自分の馬を買うのと同じように自分の労働者を買う。 
（新日本出版社Ⅰa 1997, S.457） 
奴隶主买一个劳动者就象买一匹马一样。 
                          （編訳局新訳 2004，S.307） 
  
 ここでの Arbeiter は奴隷制の社会における Sklave（奴隷）と同一である。ここでは，編
訳局新訳は，郭・王訳の「労働者」（S.204）を継承し，「工人」と改訳しなかった。マル





その他，第 3 巻の 23 章には，マルクスは資本主義社会の資本家でさえも，Arbeiter であ
ると述べた箇所がある。 
 
Dem Geldkapitalisten gegenüber ist der industrielle Kapitalist Arbeiter, aber Arbeiter als 

















Uberall, wo ein Teil der Gesellschaft das Monopol der Produktionsmittel besitzt, muß der 
Arbeiter, frei oder unfrei, der zu seiner Selbsterhaltung notwendigen Arbeitszeit 
überschüssige Arbeitszeit zusetzen, um die Lebensmittel für den Eigner der 
Produktionsmittel zu produciren, sei dieser Eigentümer nun atheniensischer 
, etruskischer Theokrat, civis romanus, normannischer Baron, 
amerikanischer Sklavenhalter, walachischer Bojar, moderner Landlord oder Kapitalist. 
















                         （編訳局新訳 2004，S.272） 
 






3-3．freie Arbeiter の翻訳術語：編訳局新訳では『資本論』第 1 巻第 4 章と第 24 章とで
は資本主義の歴史的生成に関するキーワードが異なる 
  エンゲルスは，『ザ・コモンウィール』の第 1巻第 10号（1885年 11月）に寄稿したエッセー，
「いかにマルクスを翻訳してはならないのか」において，ジョン・ブロードハウスによる
『資本論』第 1 巻の翻訳を批判した際，同一の術語は対応する同一の訳語によって翻訳さ















の Arbeiter を訳し分ける翻訳に問題は無いのであろうか。以下では，『資本論』第 4 章と
第 24 章における freie Arbeiter の翻訳を取り上げ，この訳し分けが，編訳局新訳『資本
論』にキーワードが不統一というべき混乱をもたらしていることを指摘したい。 
 
［第 4 章］ 
Zur Verwandlung von Geld in Kapital muß der Geldbesitzer also den freien Arbeiter auf 
dem Warenmarkt vorfinden, frei in dem Doppelsinn, daß er als freie Person über seine 
Arbeitskraft als seine Ware verfügt, daß er andrerseits andre Waren nicht zu verkaufen hat, 
los und ledig, frei ist von allen zur Verwirklichung seiner Arbeitskraft nötigen Sachen. 










                                                     （編訳局新訳 2004，S.197） 
 





















［第 21 章］ 
Was aber Anfangs nur Ausgangspunkt war, wird vermittelst der bloßen Kontinuität des 
Prozesses, der einfachen Reproduktion, stets aufs neue producirt und verewigt als eignes 
Resultat der kapitalistischen Produktion. Einerseits verwandelt der Produktionsprozeß 
fortwährend den stofflichen Reichtum in Kapital, in Verwertungs- und Genußmittel für den 
Kapitalisten. Andrerseits kommt der Arbeiter beständig aus dem Prozeß heraus, wie er in 
ihn eintrat - persönliche Quelle des Reichtums, aber entblößt von allen Mitteln, diesen 
Reichtum für sich zu verwirklichen.……Der Arbeiter selbst producirt daher beständig den 
objektiven Reichtum als Kapital, ihm fremde, ihn beherrschende und ausbeutende Macht, 
und der Kapitalist producirt ebenso beständig die Arbeitskraft als subjektive, von ihren 
eignen Vergegenständlichungs- und Verwirklichungsmitteln getrennte, abstrakte, in der 
bloßen Leiblichkeit des Arbeiters existierende Reichtumsquelle, kurz den Arbeiter als 
Lohnarbeiter. Diese beständige Reproduktion oder Verewigung des Arbeiters ist das sine 
qua non der kapitalistischen Produktion. 























                                                    （編訳局新訳 2004，S.658-659） 
だが，資本主義的生産の根本的前提であり，またその結果でもある資本対賃労働という社




る。ここでは，第 4 章，そしてこの第 21 章の核心部分が繰り返されると共に，この歴史的
過程の核心が何であったかが定式化されている。 
 
［第 24 章］ 
 Geld und Ware sind nicht von vornherein Kapital, sowenig wie Produktions- und 
Lebensmittel. Sie bedürfen der Verwandlung in Kapital. Diese Verwandlung selbst aber 
kann nur unter bestimmten Umständen vorgehn, die sich dahin zusammenspitzen: 
Zweierlei sehr verschiedne Sorten von Warenbesitzern müssen sich gegenüber und in 
Kontakt treten, einerseits Eigner von Geld, Produktions- und Lebensmitteln, denen es gilt, 
die von ihnen geeignete Wertsumme zu verwerten durch Ankauf fremder Arbeitskraft; 
einerseits Eigner von Geld, Produktions- und Lebensmitteln, denen es gilt, die von ihnen 
geeignete Wertsumme zu verwerten durch Ankauf fremder Arbeitskraft; andrerseits freie 
Arbeiter, Verkäufer der eignen Arbeitskraft und daher Verkäufer von Arbeit. Freie Arbeiter 
in dem Doppelsinn, daß weder sie selbst unmittelbar zu den Produktionsmitteln gehören, 
wie Sklaven, Leibeigne u.s.w., noch auch die Produktionsmittel ihnen gehören, wie beim 
selbstwirtschaftenden Bauer u.s.w., sie davon vielmehr frei, los und ledig sind. Mit dieser 
Polarisation des Warenmarkts sind die Grundbedingungen der kapitalistischen Produktion 
gegeben. Das Kapitalverhältnis setzt die Scheidung zwischen den Arbeitern und dem 
Eigentum an den Verwirklichungsbedingungen der Arbeit voraus. Sobald die kapitalistische 
Produktion einmal auf eignen Füßen steht, erhält sie nicht nur jene Scheidung, sondern 
reproducirt sie auf stets wachsender Stufenleiter. Der Prozeß, der das Kapitalverhältnis 
schafft, kann also nichts andres sein als der Scheidungsprozeß des Arbeiters vom 
Eigentum an seinen Arbeitsbedingungen, ein Prozeß, der einerseits die gesellschaftlichen 
Lebens- und Produktionsmittel in Kapital verwandelt, andrerseits die unmittelbaren 
Producenten in Lohnarbeiter. Die sog. ursprüngliche Akkumulation ist also nichts als der 
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historische Scheidungsprozeß von Producent und Produktionsmittel. Er erscheint als 
„ursprünglich", weil er die Vorgeschichte des Kapitals und der ihm entsprechenden 
Produktionsweise bildet. 



















する生産様式の前史をなしているためである。   
                    （新日本出版社Ⅰb 1997, S.1218-1219） 
  
























                          （編訳局新訳，S.821-822） 
 
上記引用文から見られるように，この編訳局新訳『資本論』第 24 章では，freie Arbeiter
は「自由工人」ではなく，「自由労働者」となっている。 




の中で，再生産されること，と規定していた。編訳局新訳が，第 4 章の freie Arbeiter を








いるから，第 4 章と第 24 章との freie Arbeiter という同一原語に対応する翻訳術語の齟齬
は看過しがたい。 








は，同時に何故第 4 章は「自由工人」で第 24 章は「自由劳动者」なのか，と自問せざる
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卡爾・馬克思著杜竹君譯『哲学之貧困』，上海：作家書屋，1946 年 5 月． 
046．04 
卡爾・馬克思著杜竹君譯『哲学之貧困』，上海：作家書屋，1947 年 10 月． 
046．05 











恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1929 年 12 月，改訂版． 
047．03 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1934 年 3 月． 
047．04 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1936 年 3 月． 
047．05 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1949 年 7 月． 
048＊ 
『社会進化的鉄則』 
























馬克斯著華崗譯『宣言』，上海：中外社会科学研究社，1932 年（3 版）． 
050．03 
馬克思恩格斯合著仁子譯『宣言』，上海：春江出版社版，1933 年 2 月． 
051 
『民族革命原理』 











馬克斯 李一氓著 上海：社会科学研究会，1930 年 2 月． 
英語譯 
『ゴータ綱領批判』（1875），『賃労働と資本』（1849），「〔経済学批判への〕序説」（1857），
『資本論』第 1 巻第 24 章第 7 節，『聖家族』第 4 章第 4 節（1844），第 6 章第 3 節，「中国








馬克斯恩格斯著彭漢文譯『馬克斯主義的基礎』，上海：社会科学研究社，1938 年 5 月． 
054．03 
馬克斯恩格斯著彭漢文譯『馬克斯主義的基礎』，健全社，1939 年 3 月． 
055◎ 
『資本論 第 1 巻第 1 分冊』 
馬克思著 陳啓修訳 上海：昆侖書店，1930 年 3 月． 
 156 
 
河上・宮川譯『資本論』第 1，2 分冊，改造社，1927． 
『資本論』第 1 巻第 1 篇 
056 
「在馬克斯葬儀上的演説」 


















馬克思恩格斯著向省吾譯『馬克思恩格斯関于唯物論的片断』，上海：江南書店，1930 年 4 月． 
059．01◎ 
『辯証法経典』 
馬克思恩格斯著 程始仁編譯 上海：亜東図書館，1930 年 4 月． 





程始仁編譯『辯証法経典』，上海：亜東図書館，1935 年 10 月． 
060 
『関與唯物論的断片』 







馬克思著 陳仲濤 上海：南強書店，1930 年 5 月． 
不明 
「ルイ・ボナパルトのブリュメール 18 日」 
062．01○ 
『経済学批判』 








恩格斯等 劉鏡園（劉仁静 トロツキー派）譯 上海：新生命書局，1930 年 5 月，4000 冊． 
カウツキーのドイツ語版，市川正一譯『革命及び反革命：一八四八年におけるドイツ』，マ




年 5 月，1000 冊． 
064◎ 
「馬克思論出版底自由與検査」 















馬克斯恩格斯著 塞姆柯甫士基編 劉沁儀譯 上海：春秋書店，1930 年 7 月． 
エス・セムコフスキー編集マルクス書房編譯『社会進化の鉄則』（上，下），東京：マルクス
書房，1929 年． 














馬克思著 鄒鍾隠譯 上海：聯合書店，1930 年 8 月． 
戸張宏譯『自由貿易問題』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 16 冊，京都：弘文堂，1928 年． 
「自由貿易についての演説」［1848 年（M）］，「保護関税と自由貿易」［1888 年（E）］ 
069 
『従猿到人』 









杜畏之譯『自然辯証法』上海：神州国光社 1932 年 8 月 
070．03 




杜畏之譯『自然辯証法』上海：神州国光社 1949 年 6 月（5 版） 
070．05 
杜畏之譯『自然辯証法』上海：文源出版社 1949 年 10 月． 
071◎ 
『社会進化的原理』 





恩格斯著 呉黎平（呉亮平）譯 上海：江南書店，1930 年 11 月． 
河野密・林要共訳『反デューリング論』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 8 冊，京都：弘文
堂書房，1927． 1938 年マルクス・エンゲルス学院が校正したロシア語譯，ドイツ語原本お
よび Burn 譯の英語版． 
『反デュ―リング論』 
072．02 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：筆耕堂書店，1932 年 7 月． 
072．03 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：生活書店，1937 年 8 月・10 月，1938 年
3 月． 
072．04 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：生活書店，1939 年 5 月，4 版． 
072．05 

















卡爾・馬克思譯 郭沫若著 上海：神州国光社，1931 年 12 月，世界名著譯叢之五． 





馬克思著李季譯（誤記，郭沫若譯）『経済学批判』，上海政治経済研究会，1932 年 3 月． 
074．03 






卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：群益出版社，1947 年 3 月． 
074．07 
卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：群益出版社，1949 年 4 月． 
075．01○ 
『徳国農民戦争』 
恩格斯著 銭亦石譯 上海：神州国光社，1932 年． 




恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，上海：生活書店，1938 年 7 月． 
075．03 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，各地：生活書店，1939 年 4 月，2000 冊，世界名著譯
叢之五． 
075．04 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，延安：新華書店，1945 年 10 月． 
075．05 




恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，光華書店，1947 年 1 月，2000 冊，世界学術名著譯叢． 
075．07 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，上海：生活書店，1947 年 7 月． 
075．08 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，新中国書局，1949 年 7 月． 
075．09 
恩格斯著解放社編『徳国農民戦争』，北京：解放社，1949 年 5 月． 
075．10 
恩格斯著解放社編『徳国農民戦争』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
075．11 
恩格斯著解放社編『徳国農民戦争』，華中新華書店，1949 年 11 月． 
076◎ 
『徳意志農民戦争』 

























馬克思著 許徳珩譯 北平：東亜書店，1932 年 7 月． 




『資本論 第 1 巻第 2 分冊』 
馬克思著 潘冬舟訳 北平：東亜書店，1932 年 8 月． 
河上・宮川譯『資本論第 1 巻上冊』，改造社，1931 年． 
『資本論』第 2～3 篇 
082○ 
『資本論 第 1 巻上』 
馬克思著 王慎明（王思華）・侯外蘆譯 北京：国際学社，1932 年 9 月． 
底本：エンゲルスが編集した第 4 版，参照：高畠素之譯『資本論』，全三巻改造社，1927．
河上・宮川譯『資本論上冊』，改造社 1931． 
『資本論』第 1～7 章 
083 
「佛耶巴赫論綱」 





恩格斯著 青驪譯 上海：社会主義研究社，1932 年 11 月． 




『資本論 第 1 巻第 3 分冊』 
馬克思著 潘冬舟訳 北平：東亜書店，1933 年． 
河上・宮川譯『資本論第 1 巻上冊』，改造社，1931 年． 
『資本論』第 1 巻第 4 篇 
086 
「自白」 
















『資本論 第 1 巻第 1 分冊』 
馬克思 呉半農譯千家駒校 上海：商務印書館，1934 年 5 月． 
底本：エンゲルスが監修した英訳，校正：エンゲルスのドイツ語版とカウツキーの民衆版． 
『資本論』第 1～2 篇 
090 
「中国革命和欧州革命」 
























卡爾著 郭沫若譯 東京：質文社，1936 年 5 月． 
底本：ナウカ社『理論季刊』の訳文，参照：ドイツ語版全集第３巻（1932）． 




『資本論 第 1 巻』 
馬克思著 玉枢（王思華）・右銘（侯外廬）譯 上海：世界名著譯社，1936 年 6 月． 
底本：エンゲルスが編集した第 4 版，参照：高畠譯『資本論』，全三巻改造社，1927．河上
肇・宮川實譯『資本論第１巻上冊』，改造社，1931 年． 
『資本論』第 1 巻全訳 
096．01 
『馬克思與恩格斯論中国』 









馬克思恩格斯著方乃宜譯『馬恩論中国』，武漢：中国出版社，1938 年 3 月． 
096．03 
馬克思恩格斯著『馬克思與恩格斯論中国』，延安：解放社，1938 年 5 月． 
097 
『恩格斯等論文学』 









「パウル・エルンスト（在ベルリン）へ」（1890 年 6 月 5 日）等 
099 
「社会意識形態概説」 


























































恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，漢口：中国出版社，1938 年 11 月． 
106．03 
恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，重慶：生活書店，1939 年 4 月． 
106．04 
恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，上海・重慶：生活書店，1946 年 5 月，
2000 冊，世界学術名著叢書． 
106．05 










馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，漢口：中国出版社，1938 年 8 月． 
107．03 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，抗敵報社復刻，1940 年 10 月． 
107．04 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，漢口：中国出版社，1947 年 11 月． 
107．05 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，漢口：中国出版社，1949 年 6 月，馬列主義
理論叢書． 
108．01○ 
『資本論』全 3 巻 






年 3 月． 
108．03 
馬克斯著郭大力・王亜南譯『資本論』全三巻，上海：読書出版社，1947 年 4 月（2 刷）． 
108．04 




馬克思著 西流（濮清泉）譯 上海：亜東図書館，1938 年 8 月． 




馬克思恩格斯著 郭沫若譯，上海：言行出版社，1938 年 11 月． 
河上肇櫛田民蔵森戸辰男共譯『ドイチェ・イデオロギー』（我等叢書第四冊），我等社，1930





馬克思恩格斯著郭沫若譯『徳意志意識形態』，上海：群益出版社，1947 年 3 月，1500 冊． 
111 
『中国問題評論集』 
















馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，漢口：中国出版社，1939 年 2 月． 
112．03 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，上海・重慶：生活書店，1946 年 5 月，2000 冊，世
界学術名著譯叢． 
112．04 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，河北：解放社，1948 年 8 月． 
112．05 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，解放社出版・華北新華書店発行，1948 年 8 月． 
112．06 










馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，宝豊：中原新華書店，1949 年 1 月． 
112．11 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，生活書店出版・大連：新中国書局発行，1949 年 3 月，
3000 冊． 
112．12 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，解放社出版・華北新華書店発行，1949 年 5 月，1 万
冊． 
112．13 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，上海：新華書店，1949 年 7 月． 
113．01◎ 
『價値，價格與利潤』 










馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，上海：生活書店，1948 年 2 月． 
113．05 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，大連：生活書店，1948 年 6 月． 
113．06 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，哈爾濱：生活書店，1948 年 9
月，5000 冊． 
113．07 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，大連：生活書店，1949 年 2 月． 
113．08 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，瀋陽：生活書店，1949 年 7 月． 
114．01◎ 
『馬恩科学的文学論』 




（M）「フェルディナント・ラサール（在ベルリン）へ」（1859 年 4 月 19），（E）「フェルデ
ィナント・ラサール（在ベルリン）へ」（1859 年 5 月 18 日），（E）「ポール・ラファルグ（在
ル・ペルー）へ」（1888 年 3 月 19 日），（E）「パウル・エルンスト（在ベルリン）へ」（1890
年 6 月 5 日）などの書簡集． 
114．02 
馬克斯・恩格斯・希爾莱爾原著 欧陽凡海譯『馬恩科学的文学論』，哈爾濱：読書出版社，
1948 年 3 月． 
114．03 
馬克斯・恩格斯・希爾莱爾原著 欧陽凡海譯『馬恩科学的文学論』，哈爾濱：読書出版社，
1949 年 2 月． 
115．01 
『恩格斯論『資本論』』 














華書店発行，1948 年 7 月，5000 冊． 
116◎ 
『論猶太人問題』 























恩格斯著 王祐銘・柯栢年（李春蕃）等譯 重慶：生活書店，1939 年 3 月． 
英語訳 
『ドイツにおける革命と反革命』，「ケルンの共産党裁判」，「1850 年 6 月の中央委員会の同
盟員への呼びかけ」，「共産主義者同盟の歴史によせて」，「マルクスと『新ライン新聞』」 
120．02 
恩格斯著 王石巍・柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，延安：解放社出版，1939 年 4 月． 
120．03 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，解放社出版，邯鄲・冀中：華北新華書店発
行，1949 年 2 月． 
120．04 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，北京：解放社，1949 年 4 月． 
120．05 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
120．06 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，山東新華書店，1949 年 6 月，1 万冊． 
120．07 








馬克思恩格斯著 王学文・何錫麟・王石巍譯 延安：解放社，1939 年 3 月． 
長谷部文雄譯『賃銀・価格および利潤』，東京：岩波書店，1935 年． 
『賃労働と資本』（1849），『賃銀・價格および利潤』（1865），「デモクラシ―ティッシェス・
ヴォッへンブラット』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868），『資本論』第 2 巻序言，『資
本論』第 1 巻第 24 章抄譯，『経済学批判』序言（1858），「カール・マルクス『経済学批判』」
（1859）． 
121．02 
馬克思恩格斯著 呉黎平譯（誤記？）『政治経済学論叢』，上海：生活書店，1939 年 4 月． 
121．03 
馬克思恩格斯著 王学文何錫麟等譯『政治経済学論叢』，上海：生活書店，1939 年 7 月． 
121．04 
馬克思恩格斯著 王学文何錫麟王石巍譯『政治経済学論叢』，山東新華書店，1949 年 8 月． 
121．05 









馬克斯恩格斯著 郭大力譯 上海：読書生活出版社，1939 年 4 月，『資本論』研究叢書． 
底本：マルクス・エンゲルス研究所（モスクワ）が校正したドイツ語版． 
『資本論』に関するマ・エンの書簡 25 通，付録にマ・エン論文 3 本． 
123．02 
郭大力譯『資本論通信集』，上海：読書出版社，1947 年 3 月． 
124．01◎ 
『法蘭西内戦』 















馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，北京：読書・生活・新知三聯書店，1946 年 4 月，2
版，世界学術名著譯叢． 
125．03 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，重慶・上海：生活書店，1947 年 6 月，3 版． 
125．04 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，重慶・上海：生活書店出版・哈爾濱：光華書店発行，
1947 年 8 月東北初版，3000 冊． 
125．05 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，上海・香港・新加坡：生活書店，1948 年 2 月． 
125．06 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，上海：読書生活出版社，1949 年 5 月． 
125．07 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，重慶・上海：生活書店出版，新中国書局発行，1949
年 7 月東北再版，1 万部． 
125．08 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』上海：読書・生活・新知三聯書店 1949 年 8 月． 
126．01 
『資本論 提綱』 
恩格斯著 何錫麟譯 延安：解放社，1939 年 11 月． 
ドイツ語版 
「デモクラシ―ティッシェス・ヴォッへンブラット』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868）
「『フォートナイトリ・レヴュー』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868）「『資本論』第 2
巻序文」「カール・マルクス『資本論』第 1 巻綱要」，「『資本論』第 3 部への補遺」 
126．02 
恩格斯著何錫麟譯『資本論提綱』，瀋陽：東北新華書店，1949 年 10 月，馬克思恩格斯叢書
第九種． 
126．03 

















馬克思著『哥達綱領批評』，長春：東北書店，1949 年 5 月． 
128．03 
馬克思著 何思敬徐冰譯『哥達綱領批評』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
129 
『『資本論』補遺勘誤』 





恩格斯著 呉文燾譯 延安：中国工人社，1940 年． 
英語譯 
























馬克思著 柯栢年（李春蕃）譯・呉黎平校 延安：新華書店，1940 年 8 月，1500 冊． 
底本：英語譯，参照：ドイツ語版，校正：ロシア語譯，ドイツ語版． 
「ルイ・ボナパルトのブリュメール 18 日」 
134．02 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，生活書店，1940 年 11 月． 
134．03 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，重慶・香港・新加坡：生活書店，1947
年 9 月，2000 冊． 
134．04 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，解放社出版・華北新華書店発行，1948
年 8 月，2000 冊． 
134．05 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，解放社出版・華北新華書店発行，1948
年 11 月，2000 冊． 
134．06 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，大連：光華書店，1949 年 1 月，5000
冊． 
134．07 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，中原新華書店，1949 年 3 月，3000
冊． 
134．08 
馬克思著柯栢年譯呉黎平校『拿破侖第三政変記』華東新華書店 1949 年 4 月，1 万冊． 
134．09 





馬克思恩格斯著 何封（賀志芳）等譯 上海：読書出版社，1940 年 8 月． 
不明 







書店発行，1948 年 5 月，3000 冊． 
135．04 
恩格斯等著何封等譯『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』，読書出版社出版，長春・大連
発行：新中国書局，1949 年 4 月，1 万冊． 
135．05 
恩格斯等著何封等譯『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』，読書出版社出版，蘇南新華書
店発行，1949 年 6 月． 
136．01 
『科学的藝術論』 




蘇聯康敏学院文芸研究所編適夷譯『科学的藝術論』，重慶：読書生活出版社，1942 年 5 月． 
136．03 
蘇聯康敏学院文芸研究所編適夷譯『科学的藝術論』，上海：読書出版社，1947 年 5 月，5 版． 
137○ 
『従猿到人過程中労働底作用』 
























恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，上海：生活書店，1946 年，1000 冊． 
140．04 
恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，上海：生活書店，1947 年 1 月，2000 冊． 
140．05 
恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，大連：新中国書局，1949 年 4 月． 
141 
『論馬恩列斯』 





卡爾・馬克思 佛里特立胥・恩格斯著 克士（周建人）譯 上海：珠林書店，1941 年 7 月． 
労夫（W.lough），麥琪爾(C.P.Magil)によるアドラツキー版の英訳． 
『ドイツ・イデオロギー』第 1 章抄訳，「フォイエルバッハに関するテーゼ」． 
143○ 
『1870－1871 年普法戦争』 














馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，大連：新中国書局，1949 年 4 月，幹部学




馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，延安：解放社，1944 年 9 月． 
144．06 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，安東：東北書店，1947 年 5 月，5000 冊． 
144．07 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，哈爾濱：東北書店，1948 年 10 月． 
144．08 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，哈爾濱：東北書店，1949 年 5 月． 
144．09 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，唐山：冀東新華書店，1949 年 5 月． 
144．10 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，新郷：新華書店，1949 年 8 月． 
144．11 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，北京：新華書店，1949 年 9 月． 
144．12 




馬克思著 柯栢年（李春蕃）譯 延安：解放社，1942 年 7 月． 
英語訳 
『フランスにおける階級闘争 1848 年から 1850 年まで』（1848～50） 
145．02 










馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，延安：解放社，1943 年 11 月． 
146．03 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，邯鄲：華東新華書店，1946 年 6
月． 
146．04 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，太岳新華書店，1946 年 6 月． 
146．05 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，山東：新華書店，1946 年 9 月． 
146．06 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，莱陽：胶東新華書店，1946 年 10
月． 
146．07 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，荷澤：冀魯豫書店，1948 年 2 月． 
146．08 




年 10 月． 
146．10 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，太岳新華書店，1948 年 10 月． 
146．11 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，宝豊：中原新華書店，1948 年 11
月． 
146．12 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，平山：解放社，1948 年 12 月． 
146．13 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，北平新中図書公司，1949 年． 
146．14 





馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，上海：華中新華書店，1949 年． 
146．16 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，上海：華東新華書店，1949 年 2
月． 
146．17 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，大連：東北書店，1949 年 3 月． 
146．18 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，華北大学出版社，1949 年 5 月． 
146．19 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，長春：東北書店，1949 年 5 月． 
146．20 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，解放社，1949 年 6 月，［幹部必
読］，10000 冊． 
146．21 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，杭州：浙江新華書店，1949 年 6
月． 
146．22 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，無錫：蘇南新華書店，1949 年 6
月． 
146．23 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，新華書店，1949 年 7 月． 
146．24 




部，1949 年 8 月． 
146．26 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，北京：解放社出版新華書店発行
1949 年 11 月（20000 冊 幹部必読）。 
147．01 
『共産党宣言』 













恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，東北書店，1946 年 6 月． 
148．03 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，北京：解放社 1948 年 9 月． 
148．04 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，中原新華書店，1949 年 1 月． 
148．05 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，荷澤：冀魯豫新華書店，1949 年 3 月． 
148．06 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，長春：東北書店，1949 年 4 月，幹部
学習叢書第 1 輯． 
148．07 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，唐山：冀東新華書店，1949 年 5 月． 
148．08 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，北平：解放社，1949 年 5 月． 
148．09 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，北京：解放社，1949 年 8 月． 
148．10 






恩格斯著博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，浙江新華書店，1949 年 6 月． 
149．01◎ 
『馬克思主義與文芸』 






馬克思恩格斯等著 周揚編『馬克思主義與文芸』，大連：大衆書店，1946 年 6 月． 
149．03 
馬克思恩格斯等著 周揚編『馬克思主義與文芸』，北京：解放社，1949 年． 
149．04 
馬克思恩格斯等著 周揚編『馬克思主義與文芸』，宝豊：中原新華書店，1949 年 4 月． 
150 
『什麼是共產主義』 
馬克思恩格斯著 譯者不明 新華書店，1945 年． 
不明 
『共産党宣言』第 2 章 
151．01 
『馬恩列斯論婦女解放』 



































恩格斯著『社会発展史略』，東北書店，1947 年 5 月． 
153．04 
恩格斯著『社会発展史』，香港：新民主出版社，1947 年 6 月，新民主歴史叢書． 
153．05 
恩格斯著『社会発展史略』，遼北書店，1948 年 10 月． 
153．06 
恩格斯著『社会発展史略』，冀南新華書店，1948 年 12 月． 
153．07 
恩格斯著『社会発展史略』，大連：新中国書局，1949 年 4 月，幹部学習叢書第 1 輯． 
153．08 
恩格斯著『社会発展史略』，東北新華書店遼東総分店，1949 年 7 月． 
154．01 
『思想方法論』 








店発行，1948 年 9 月，1000 冊． 
155．01 
『馬克思致顧格爾曼的信』 




1862 年 12 月 28 日から 1874 年 8 月 10 日までマルクスからゲルマンへの書簡 62 通． 
155．02 
馬克思著天藍（林超真？）譯『致顧格曼博士書信集』，東北書店牡丹江分店，1948 年 4 月． 
156．01 
『馬恩列斯毛論農民土地問題』 





書店，1947 年 10 月・12 月． 
156．03 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，沁源：太岳新華 
書店 1947 年 11 月． 
156．04 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，佳木斯：東北新
華書店 1947 年 12 月． 
156．05 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，恵民：渤海新華






書店 1949 年 9 月． 
157 
『共産党宣言』（香港百周年記念版） 



















E.朋司編・周建人譯『新哲学手冊』，上海：大用図書公司，1949 年 12 月． 
160 
『馬恩列斯論経済問題』 









『剰余価値学説史』全 3 巻 










馬克斯原著 坂本勝編劇 費明君翻訳 上海：社会科学研究社出版，神州国光社発行，1949







馬克思恩格斯等著 馬列学院編 1949 年 5 月 
不明 














馬克思著何敬思譯『哲学底貧困』，北京：解放社，1949 年 11 月（再版），4000 冊． 
168 
『馬克思恩格斯書信選』 
林超真譯 上海：亜東図書館，1949 年 9 月． 
ロシア語訳 
1846～1895 年の書簡 98 通 
169 
『新哲学典范』 




























恩格斯著 曹葆華・于光遠譯 解放社［出版地不明］，1920 年（？国家図書館所蔵）． 
174．02 
『従猿到人過程中労働的作用』 









恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，新華書店（西北・東北），1948 年． 
174．05 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，北京：解放社，1948 年 9 月． 
174．06 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，冀東新華書店，1949 年． 
174．07 




恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，華東新華書店，1949 年 3 月，1 万冊． 
174．09 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，華北新華書店，1949 年 4 月，7000 冊． 
174．10 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，合肥：皖北新華書店，1949 年 5 月． 
174．11 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，北京：解放社，1949 年 6 月． 
174．12 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
174．13 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，大連：新華書店，1949 年 7 月． 
174．14 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，瀋陽：東北新華書店，1949 年 8 月，1 万冊． 
174．15 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，瀋陽：東北新華書店，1949 年 10 月，1 万冊． 
174．16 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，解放社出版，上海：新華書店発行，1949 年 9 月，
3000 冊． 
174．17 




馬克思著 李漱石譯 上海：人民出版社 1922 年 6 月 
不明 
『資本論』初版の序言 
 
 
